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予
約
量
が
一
番
多
か

っ
た
の
は
道
の
駅
・
道

草
館
。
初
日
午
前
９
時

の
引
き
換
え
開
始
と
同

時
に
次
々
と
予
約
の
お

客
さ
ま
が
訪
れ
、
長
い

列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

同
時
に
郵
便
局
の
ゆ
う

パ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
も
申

し
込
み
が
殺
到
し
て
大

忙
し
。
休
日
を
利
用
し
て
訪
れ
て
い
た
観
光

客
の
お
客
さ
ん
か
ら
は
「
エ
ー
っ
、
当
日
買

え
な
い
の
？
残
念
」
と
い
う
声
が
漏
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
年
の
予
約
数
量
は
８
８
５
件
、
２
万
６

千
７
０
５
㌔
㌘
。
相
変
わ
ら
ず
の
人
気
ぶ
り

で
し
た
。

　

東
川
産
「
ほ

し
の
ゆ
め
」
の

新
米
を
Ｐ
Ｒ
す

る
新
米
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
今
年

も
９
月
15
日
か

ら
４
日
間
、
予

約
限
定
の
引
き

換
え
販
売
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
ひ
が
し
か
わ
店
、
尾

池
米
穀
店
、
道
の
駅
・
道
草
館
、
キ
ト
ウ
シ

森
林
公
園
物
産
セ
ン
タ
ー
の
町
内
４
カ
所
が

引
き
渡
し
場
所
。
20
㌔
㌘
以
上
の
購
入
者
を

対
象
に
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
は
野
菜
セ
ッ

ト
、
尾
池
米
穀
店
で
は
玄
米
せ
ん
べ
い
な
ど
、

各
店
趣
向
を
凝
ら
し
た
特
別
セ
ッ
ト
を
用
意

し
ま
し
た
。

今
年
も
好
評
、新
米
キ
ャン
ペー
ン

今
年
も
好
評
、新
米
キ
ャン
ペー
ン

　

ト
ラ
ッ
ク
移
動
販
売
車
「
ト
ド
ッ
ク
」
の

宅
配
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、
生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
（
札
幌
、
大
見
英
明
理
事

長
）
が
町
内
高
齢
者
の
た
め
に
地
域
見
守
り

活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
９

月
19
日
、
役
場
で
町
と
同
組
合
両
者
が
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

「
東
川
町
に
お
け
る
高
齢
者
の
地
域
見
守

り
活
動
に
関
す
る
協
定
」
に
押
印
し
て
両
者

間
の
協
定
が
即
日
発
効
し
ま
し
た
。
今
後
３

年
ご
と
に
協
定
更
新
予
定
で
す
。

　

松
岡
町
長
は
「
今
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
場

所
で
い
か
に
長
く
暮
ら
せ
る
か
、
そ
の
た
め

に
安
心
、
安
全
が
大
事
」
と
期
待
を
表
明
。

山
口
専
務
は
「
道
内
29
番
目
、
道
北
地
方
で

は
４
番
目
の
提
携
が
出
来
た
。
高
齢
者
の
安

心
に
一
歩
前
進
で
き
た
。
町
と
住
民
の
安
心

に
協
力
で
き
た
ら
う
れ
し
い
」
と
地
域
見
守

り
貢
献
活
動
へ
の
協
力
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

「
ト
ド
ッ
ク
」
は
、
ト
ラ
ッ
ク
移
動
販
売

車
で
食
料
品
、
日
用
品
な
ど
を
自
宅
玄
関
口

ま
で
直
接
届
け
る
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
宅

配
・
配
食
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
。
町
内
で
は

昨
年
６
月
か
ら
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

配
達
業
務
の
か
た
わ
ら
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
運
行
時
間
帯
に
訪
問
先
の
高
齢

者
の
ご
家
庭
な
ど
で
異
常
を
発
見
し
た
時
、

直
ち
に
町
に
連
絡
し
ま
す
。
地
域
見
守
り
と

安
否
確
認
へ
の
頼
も
し
い
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

町
内
の
登
録
組
合
員
は
現
在
約
２
千
人
。

う
ち
65
歳
以
上
高
齢
者
は
約
５
０
０
人
に
上

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
が
町
と
協
定
、「
ト
ド
ッ
ク
」で
高
齢
者
見
守
り

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
が
町
と
協
定
、「
ト
ド
ッ
ク
」で
高
齢
者
見
守
り

直
売
の
新
鮮
な
農
産
物
や
、
古
着
や
掘
り
出

し
物
の
雑
貨
を
売
っ
て
い
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
目
当
て
に
、
旭
川
市
内
な
ど
か
ら

次
々
と
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
2
日
間
と
も
に
天
候
の
崩
れ
も

な
く
、
名
残
の
暑
さ
が
戻
っ
て
休
日
を
楽
し

む
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

９
月
１
、
２
の
両
日
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公

園
で
第
53
回
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

出
来
秋
を
迎
え
て
生
産
者
直
売
テ
ン
ト
に

は
、
収
穫
し
た
ば
か
り
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
実
り
の
秋
が

山
積
み
。
市
価
に
比
べ
て
大
幅
に
安
い
産
地

実
り
の
秋
そ
ろ
え
、盛
況
の
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス

実
り
の
秋
そ
ろ
え
、盛
況
の
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス

道の駅・ひがしかわ道草館で（9月15日）

旭川市内などのブレイクダンス６グループが出演
（９月２日）
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好
天
で
人
出
に
ぎ
わ
い
て
っ
ぺん
祭
り

好
天
で
人
出
に
ぎ
わ
い
て
っ
ぺん
祭
り

　

８
月
26
日
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
作

家
、
写
真
家
、
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
な
ど
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
椎
名
誠
さ

ん
の
講
演
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
い
た
同
氏
の
写
真
展

に
合
わ
せ
て
来
町
。

「
辺
境
を
旅
し
て
き
て
」

と
題
し
て
、
水
の
大
切

さ
、
世
界
各
地
の
ト
イ

レ
事
情
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

「
多
く
の
国
で
水
は
危
機
的
な
状
況
。
27

億
人
は
明
日
飲
む
水
を
確
保
で
き
な
い
。
水

に
ス
ト
レ
ス
が
な
い
国
は
、
カ
ナ
ダ
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
日
本
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
４
カ
国
し
か

な
い
」
と
水
に
恵
ま
れ
た
国
で
あ
る
こ
と
を

強
調
。
「
そ
の
日
本
の
山
林
が
今
ど
ん
ど
ん

買
わ
れ
て
い
る
。
ニ
セ
コ
、
東
北
地
方
一
帯

で
は
、
所
有
者
が
ひ
と
山
い
く
ら
、
で
山
林

を
売
っ
て
い
る
。
売
ら
れ
た
山
で
は
ボ
ー
リ

ン
グ
し
て
水
を
吸
い
上
げ
て
持
っ
て
い
っ
て

い
る
」
「
日
本
は
水
が
た
く
さ
ん
あ
る
た
め

に
国
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
の
認

識
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
き
た
。
水
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

中
国
・
雲
南
省
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、

タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
の
国
境
沿
い

に
東
シ
ナ
海
に
注
い
で

い
る
メ
コ
ン
川
流
域
の

ふ
ん
尿
、
い
ろ
い
ろ
な

動
物
の
死
骸
が
そ
の
ま

ま
流
れ
て
い
る
有
機
物

汚
染
問
題
、
卵
の
形
で

体
内
に
入
る
と
体
の
あ

ち
こ
ち
か
ら
水
ほ
う
が

出
て
激
痛
を
伴
う
と
い

う
寄
生
虫
「
メ
ジ
ナ
ム
シ
」
の
卵
が
浮
遊
し

て
い
る
と
い
う
エ
ジ
プ
ト
・
ナ
イ
ル
川
の
水

な
ど
を
例
に
、
「
世
界
に
は
そ
う
い
う
水
を

飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
」
と
い
う
例
も
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
す
。
町
内
の
畜
産
、
養
鶏
農
家
の
登
録
は

現
在
４
戸
と
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て

町
の
農
業
発
展
を
支
え
て
き
た
家
畜
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
農
業
関
係
者
、
関
係

団
体
の
代
表
合
わ
せ
て
約
10
人
が
慰
霊
し
ま

し
た
。

　

８
月
30
日
、
忠
別
公
園
（
南
町
２
丁
目
）

の
家
畜
感
謝
の
碑
で
家
畜
感
謝
祭
を
行
い
ま

し
た
。

　

東
川
町
畜
産
振
興
協
議
会
（
会
長
・
板
谷

重
徳
東
川
町
農
協
組
合
長
）
が
主
催
し
、
家

畜
感
謝
の
慰
霊
行
事
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い

　

９
月
６
日
、
町
内
で
今
年
の
新
米
出
荷
が

始
ま
り
ま
し
た
。
一
番
検
査
は
昨
年
に
引
き

続
い
て
東
倉
沼
、
山
崎
雅
文
さ
ん
（
65
）
。

一
番
出
荷
の
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
70
袋
（
１
袋

30
㌔
㌘
）
は
見
事
全
量
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
一

等
米
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
出
荷
米

は
水
分
14
・
５
％
、

た
ん
ぱ
く
含
有
率
６

・
５
％
、
ア
ミ
ロ
ー

ス
含
有
率
17
・
３
％
、

整
粒
歩
合
、
形
質
と

も
に
粒
が
そ
ろ
っ
て

お
り
、
平
年
並
み
以

上
の
出
来
栄
え
。

　

上
川
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
か
ら
は

「
不
稔
割
合
は
10
％

と
平
年
並
み
で
、
８

月
に
入
っ
て
か
ら
も
好
天
が
続
い
た
。
19
日

以
降
も
高
温
が
続
き
、
一
日
平
均
気
温
も
平

年
よ
り
４
度
高
い
日
が
18
日
間
続
い
て
作
況

が
回
復
し
た
。
上
川
で
1
日
遅
れ
、
全
道
的

に
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
で
、
豊
作
が
期

待
で
き
る
」
と
力
強
い
評
価
が
出
ま
し
た
。

豊
作
期
待
の
新
米
出
荷
順
調

豊
作
期
待
の
新
米
出
荷
順
調

１
年
間
の
感
謝
を
込
め
て
家
畜
感
謝
祭

１
年
間
の
感
謝
を
込
め
て
家
畜
感
謝
祭

　

９
月
６
日
、
東
川
町
農
協
（
板
谷
重
徳
組

合
長
）
は
東
川
町
農
協
大
ホ
ー
ル
で
24
年
度

東
川
米
全
水
稲
生
産
者
総
決
起
集
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

新
米
の
出
荷
時
期
を
迎
え
、
本
年
産
米
の

集
出
荷
体
制
の
最
終
確
認
に
向
け
て
、
町
内

米
作
農
家
約
70
人
が
出
席
。
板
谷
組
合
長
は

「
米
作
り
の
産
地
と
し
て
生
き
抜
く
努
力
を

し
て
き
た
成
果
が
豊
作
に
結
び
つ
い
た
。
地

域
団
体
商
標
も
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
、
豊

穣
の
秋
に
二
重
の
喜
び
で
収
穫
で
き
る
」
と

豊
作
期
待
の
出
来
秋
を
喜
び
ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
は
「
東
川
の
米
は
い
ま
や

高
い
評
価
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
期

待
通
り
の
収
穫
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

席
上
、
紺
屋
貴
弘
ホ
ク
レ
ン
旭
川
支
所
米

穀
課
長
は
、
８
月
15
日
現
在
の
作
柄
に
つ
い

て
「
や
や
良
」
（
１
０
２
〜
１
０
５
）
と
評

価
。
「
24
年
産
米
は
今
後
の
東
川
米
評
価
を

左
右
す
る
」
と
重
要
な
出
来
秋
と
な
る
こ
と

を
強
調
し
ま
し
た
。

　

地
域
団
体
商
標
「
東
川
米
」
登
録
に
伴
う

同
名
表
示
の
米
販
売
を
開
始
す
る
に
当
た
っ

て
、
新
た
に
認
証
シ
ー
ル
を
高
品
質
米
基
準

の
「
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ー
ル
（
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ

Ｍ
）
」
、
準
高
品
質
米
基
準
の
「
ゴ
ー
ル
ド

シ
ー
ル
（
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
）
」
、
一
般
品
質

基
準
の
「
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ル
（
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
）
」
に
一
新
し
ま
し
た
。

き
分
け
て
田
に
入
り
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
唄
（
う
た
）
に
合
わ
せ
て
手
刈
り

し
、
は
さ
掛
け
の
儀
式
を
行
い
ま
し
た
。
収

穫
し
た
神
饌
米
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
10
俵
（
１

俵
60
㌔
㌘
）
は
、
新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）

で
神
前
に
奉
納
す
る
予
定
で
す
。

　

町
内
で
は
２
年
連
続
の
豊
作
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
本
格
的
な
稲
刈
り
は
例
年
並
み
の

　
９
月
12
日
過
ぎ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

８
月
29
日
、
東
２
号
北
１
、
三
田
常
男
さ

ん
（
65
）
の
北
海
道
神
宮
神
饌
田
で
恒
例
の

稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

好
天
続
き
で
登
熟
が
進
み
、
昨
年
よ
り
11

日
早
い
抜
穂
祭
（
ぬ
い
ぼ
さ
い
）
に
な
り
ま

し
た
。
伊
澤
正
裕
権
宮
司
の
祓
詞
（
は
ら
え

こ
と
ば
）
に
続
い
て
、
12
人
の
早
乙
女
と
６

人
の
介
助
役
が
黄
金
色
に
垂
れ
た
稲
穂
を
か

　

８
月
26
日
、
東
川
町
農

協
特
設
会
場
で
第
10
回
大

雪
清
流
て
っ
ぺ
ん
祭
り
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
て
っ
ぺ
ん
祭
り

10
周
年
企
画
と
し
て
、
主

な
出
店
ブ
ー
ス
売
上
金
の

10
パ
ー
セ
ン
ト
を
社
会
的

貢
献
活
動
に
役
立
て
る
寄

付
活
動
の
取
り
組
み
が
加

わ
り
ま
し
た
。

　

「
美
味
ご
は
ん
セ
ッ
ト

販
売
、
白
米
各
種
販
売
」
「
ゆ
め
ぴ
り
か
玄

米
計
り
売
り
」
「
夫
婦
で
協
力
、
玄
米
を
す

く
っ
た
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
の
各
コ
ー
ナ
ー

で
は
東
北
復
興
の
寄
付
支
援
、
大
雪
旭
岳
源

水
の
ボ
ト
ル
販
売
で
は
、
旭

岳
源
水
の
保
護
協
力
資
金
へ

の
寄
付
、
「
こ
め
い
ろ
ゆ
め

た
ま
ご
」
「
ひ
が
し
か
わ
サ

ラ
ダ
」
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

生
産
向
上
へ
の
資
金
活
用
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

縁
日
コ
ー
ナ
ー
を
会
場
後

方
に
移
し
、
ス
テ
ー
ジ
観
客

席
を
広
げ
ま
し
た
。
舞
台
下

ス
ペ
ー
ス
が
広
が
り
、
第
三

小
の
一
輪
車
、
第
二
小
の
越

中
せ
り
込
み
蝶
六
踊
り
も
余
裕
を
持
っ
て
披

露
。
午
後
か
ら
の
歌
謡
シ
ョ
ー
も
会
場
か
ら

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

椎
名
誠
さ
ん
、水
の
大
切
さ
を
話
す

椎
名
誠
さ
ん
、水
の
大
切
さ
を
話
す

新
米
出
荷
到
来
で
水
稲
生
産
者
総
決
起
集
会

新
米
出
荷
到
来
で
水
稲
生
産
者
総
決
起
集
会

神
饌
田
で
稲
刈
り
、好
天
続
き
で
早
い
出
来
秋

神
饌
田
で
稲
刈
り
、好
天
続
き
で
早
い
出
来
秋

第三小は一輪車乗りを披露（てっぺん祭り特設ステージ）
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長
寿
を
お
祝
い
、ひ
だ
ま
り
の
里
で
敬
老
会

長
寿
を
お
祝
い
、ひ
だ
ま
り
の
里
で
敬
老
会

　

９
月
５
、
６
の
両
日
、

カ
ー
リ
ン
グ
競
技
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
前
日
本
代
表

選
手
、
本
橋
麻
里
さ
ん

（
26
）
＝
チ
ー
ム
ロ
コ

・
ソ
ラ
ー
レ
主
将
（
北

見
市
常
呂
町
）
＝
が
第

二
小
学
校
と
東
川
小
に

来
校
し
ま
し
た
。

　

（
財
）
日
本
サ
ッ
カ

ー
協
会
（
東
京
）
主
催

の
「
夢
の
教
室
」
で

「
夢
先
生
」
と
し
て
来

町
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
第
一
、
第
二
、
第
三
小
の
５
、
６

年
生
33
人
が
第
二
小
体
育
館
と
第
二
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

「
小
学
６
年
生
の
時
か
ら
カ
ー
リ
ン
グ
を

始
め
、
楽
し
く
て
楽
し
く
て
、
気
づ
く
と
冬

の
間
午
後
６
時
か
ら
８
時
ま
で
毎
日
練
習
し

て
い
た
。
中
学
生
に
な
っ
て
チ
ー
ム
が
解
散

し
た
け
れ
ど
、
コ
ー
チ
か
ら
『
誰
か
が
必
ず

見
て
い
る
か
ら
練
習
を
や
め
る
な
』
と
言
わ

れ
、
一
人
だ
け
で
練
習
を
続
け
た
」
「
海
外

遠
征
の
時
は
学
校
の
テ
キ
ス
ト
持
参
で
遠
征

し
、
つ
ら
く
て
一
人
で
泣
い
た
時
も
あ
っ
た
。

そ
う
い
う
経
験
を
通
し
て
自
分
に
ば
ね
が
出

来
た
」

　

「
小
さ
な
目
標
を
い

っ
ぱ
い
作
っ
て
少
し
ず

つ
達
成
す
る
こ
と
、
最

後
は
自
分
に
約
束
し
た

こ
と
を
ク
リ
ア
す
る
こ

と
が
大
切
」
「
自
分
が

頑
張
れ
る
言
葉
を
見
つ

け
よ
う
。
私
に
と
っ
て

は
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
の

『
チ
ャ
ン
ス
は
こ
れ
を

ク
リ
ア
で
き
る
人
に
だ

け
降
り
て
く
る
特
別
な

も
の
』
と
い
う
言
葉
だ

っ
た
」
と
自
分
の
夢
を

実
現
さ
せ
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
話
し
ま

し
た
。

は
「
家
庭
か
ら
、
地
域
か
ら
、
職
場
か
ら
、

学
校
か
ら
一
声
か
け
る
運
動
が
事
故
を
な
く

す
」
、
旭
川
東
警
察
署
、
山
下
政
雄
交
通
課

長
は
「
声
を
掛
け
合
う
こ
と
が
基
本
」
と
交

通
安
全
運
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
の
後
交
通
安
全
指
導
員
、
東
川
町

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
松
岡
市
郎
会
長
）
が

街
頭
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
ま
で
10
日
間
行
わ
れ
た
全
国
一

斉
秋
の
交
通
安
全
運
動
に
先
立
っ
て
、
町
交

通
安
全
協
会
（
藤
田
裕
三
会
長
）
は
同
月
20

日
、
道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線
（
通
称
基
線
道

路
）
の
交
通
安
全
観
音
像
の
前
（
北
町
１
丁

目
）
で
秋
の
交
通
安
全
運
動
祈
願
祭
を
行
い

ま
し
た
。

　

町
内
の
交
通
安
全
指
導
員
、
各
団
体
、
事

業
所
か
ら
約
80
人
が
参
加
。
松
岡
市
郎
町
長

　

９
月
16
日
、
ツ
ー
ル
・

ド
・
北
海
道
２
０
１
２
の

レ
ー
ス
が
町
内
を
コ
ー
ス

の
一
部
と
し
て
開
か
れ
、

各
地
か
ら
出
場
し
た
約
４

０
０
人
が
駆
け
抜
け
ま
し

た
。

　

旭
川
市
を
ス
タ
ー
ト
し

「
旭
川
|
当
麻
|
東
川
|

美
瑛
|
札
幌
」
を
巡
る
総

延
長
５
１
６
㌔
㍍
。
こ
の

う
ち
町
内
を
コ
ー
ス
と
す
る
第
２
日
は
、
19

チ
ー
ム
（
プ
ロ
９
チ
ー
ム
、
大
学
５
チ
ー
ム
、

国
別
代
表
５
カ
国
）
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
レ
ー

ス
「
当
麻
町
|
美
瑛
町
」
間
１
５
９
㌔
㍍
と
、

市
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
Ａ
コ
ー
ス
（
当
麻
|
美

瑛
間
１
０
７
㌔
㍍
）
、
同

Ｂ
コ
ー
ス
（
東
川
|
美
瑛

間
87
㌔
㍍
）
の
コ
ー
ス
に

な
り
ま
し
た
。

　

役
場
前
を
ホ
ッ
ト
ス
ポ

ッ
ト
（
計
時
ポ
イ
ン
ト
）

と
し
て
プ
ロ
チ
ー
ム
が
一

気
に
駆
け
抜
け
る
と
、
そ

の
後
を
追
う
よ
う
に
市
民

レ
ー
ス
Ｂ
コ
ー
ス
が
ス
タ

ー
ト
。
午
前
10
時
15
分
、

出
場
約
２
２
０
人
が
一
斉
に
美
瑛
町
を
目
指

し
、
町
内
か
ら
中
級
者
個
人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

（
Ｓ
３
ク
ラ
ス
）
に
出
場
し
た
今
井
太
郎
さ

ん
（
37
）
が
２
時
間
21
分
46
秒
で
３
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

ツ
ー
ル・ド・北
海
道
選
手
約
４
０
０
人
が
町
内
を
駆
け
抜
け

ツ
ー
ル・ド・北
海
道
選
手
約
４
０
０
人
が
町
内
を
駆
け
抜
け

農
作
物
輸
送
繁
忙
期
の
無
事
故
願
っ
て
交
通
安
全
祈
願

農
作
物
輸
送
繁
忙
期
の
無
事
故
願
っ
て
交
通
安
全
祈
願

100歳佐藤正元さんに長寿のお祝い

　

９
月
15
日
か
ら
同
月
30
日
ま
で
町
文
化
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
開
い
た
写
真
家
、
中
村
友
一
氏

（
横
浜
市
在
住
）
の
写
真
展
「
北
の
台
地
に

『
途
中
下
車
』
総
集
編
」
に
合
わ
せ
て
、
同

月
16
日
同
氏
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
同
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
は
、
東
川
、
美
瑛
、
紋
別
、

増
毛
の
各
地
を
撮
影
に
訪
れ
た
１
１
６
点
の

四
季
の
風
景
。
旅
情
あ
ふ
れ
た
作
品
を
和
紙

に
写
真
プ
リ
ン
ト
す
る
と
い
う
独
自
の
手
法

で
、
淡
い
水
墨
画
の
よ
う
な
独
特
の
味
わ
い

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

「
フ
ォ
ト
セ
ラ
ピ
ー
と
い
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
頭
の
中
に
は
掛
け
軸
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
。
装
飾
性
が
あ
っ
て
も
い
い
」
な
ど
と
話

し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
友
人
で
横
浜
市
内
在
住
の
有
田

浩
之
さ
ん
、
谷
口
朋
見
さ
ん
、
坂
口
み
ほ
さ

ん
、
太
田
一
男
さ
ん
、
田
中
俊
実

さ
ん
５
人
の
ア
マ
チ
ュ
ア
金
管
セ

ク
シ
ョ
ン
と
、
東
京
な
ど
を
活
動

拠
点
と
し
て
い
る
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
、
南
雲
麻
美
さ
ん
（
ア

ル
ト
サ
ッ
ク
ス
）
、
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｋ

Ｏ　

Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

の
２
人
を
加
え
た
７
人
ユ
ニ
ッ
ト

が
友
情
出
演
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

中
心
と
し
た
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
コ
ン

サ
ー
ト
も
開
き
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
の
「
敬
老
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、

町
内
各
地
で
敬
老
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

老
人
保
健
施
設
「
ひ
だ
ま
り
の
里
」
と
隣

接
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
羽
衣
園
」
で

は
、
と
も
に
１
日
早
い
16
日
、
恒
例
の
敬
老

会
を
開
き
ま

し
た
。

　

「
ひ
だ
ま

り
の
里
」

（
本
村
勝
昭

施
設
長
）
で

は
、
ピ
ッ
コ

ロ
の
会
（
伴

美
由
紀
さ
ん

ら
３
人
）
の

演
奏
、
同
園

職
員
の
和
太

鼓
と
仮
装
ス
テ
ー
ジ
、
青
春
時
代
の
歌
を
一

緒
に
歌
っ
て
ひ
と
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

入
所
し
て
い
る
80
人
の
う
ち
、
90
歳
以
上

の
長
寿
の
方
々
は
41
人
。
町
内
か
ら
入
所
し

て
い
る
佐
藤
正
元
（
ま
さ
え
）
さ
ん
、
剣
淵

町
か
ら
入
所
し
て
い
る
玉
村
末
子
さ
ん
の
２

人
が
と
も
に
お
元
気
で
満
１
０
０
歳
を
迎
え
、

松
岡
市
郎
町
長
が
、
野
田
佳
彦
総
理
大
臣
か

ら
託
さ
れ
た
１
０
０
歳
長
寿
の
お
祝
い
記
念

品
を
佐
藤
さ
ん
に
伝
達
し
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
７
南
区
、
丸
山
孝
さ
ん
も
満
１

０
０
歳
を
向
か
え
、
野
田
総
理
大
臣
か
ら
の

長
寿
の
お
祝
い
を
伝
達
し
ま
し
た
。
２
人
に

は
、
誕
生
日
に
そ
れ
ぞ
れ
永
住
表
彰
の
お
祝

い
と
長
寿
祝
い
金
も
お
届
け
し
ま
す
。

カ
ー
リ
ン
グ
の
本
橋
麻
里
さ
ん
、「
夢
の
教
室
」の
先
生
で
来
校

カ
ー
リ
ン
グ
の
本
橋
麻
里
さ
ん
、「
夢
の
教
室
」の
先
生
で
来
校

中
村
友一
氏
、初
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
＆
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

中
村
友一
氏
、初
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
＆
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

　

「
自
分
が
作
ら
れ
て
き
た
根
っ
こ
は
東
川

村
に
あ
る
」
と
い
う
思
い
も
披
露
し
ま
し
た
。

中
山
氏
は
東
京
生
ま
れ
。
父
方
の
実
家
が
あ

っ
た
た
め
、
終
戦
の
前
年
に
東
川
村
（
当
時
）

に
疎
開
し
小
学
生
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

当
時
の
同
級
生
と
も
再
会
、
幼
少
時
の
記
憶

を
た
ど
っ
て
懐
か
し
さ
も
ひ
と
し
お
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

９
月
19
日
、
中
山
恭
子
参
議
院
議
員
が
来

町
し
、
役
場
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
文
化
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
、

人
づ
く
り
」
の
必
要
性
を
話
し
、
「
世
界
の

文
化
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
日
本

を
も
っ
と
豊
か
な
美
し
い
ま
ち
、
安
全
な
ま

ち
に
造
り
変
え
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
話
し

ま
し
た
。

中
山
恭
子
参
議
院
議
員
が
来
町
、ふ
る
さ
と
に
思
い
新
た

中
山
恭
子
参
議
院
議
員
が
来
町
、ふ
る
さ
と
に
思
い
新
た
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も
把
握
し
て
指
導
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分

が
多
く
て
頭
が
パ
ン
ク
し
そ

う
に
な
っ
た
」
。

　
魚
津
市
じ
ゃ
ん
と
こ
い
祭

り
（
８
月
５
日
）
に
も
出
場

し
、
８
人
全
員
が
本
場
の
祭

り
で
街
流
し
を
踊
っ
て
自
信

も
つ
き
ま
し
た
。

　
「
後
ろ
か
ら
大
人
の
踊
り

が
来
る
ま
で
自

分
た
ち
だ
け
で

踊
っ
た
ん
で
す
。

周
り
に
観
客
は

い
る
し
、
す
ご

く
緊
張
し
た
。

先
名
さ
ん
た
ち

大
人
の
踊
り
は
、

手
の
運
び
、
足

の
動
か
し
方
、

腰
の
動
き
が
ま

る
で
違
っ
て
い
た
。
観
客
を

巻
き
込
ん
で
踊
る
姿
は
す
ご

か
っ
た
。
ず
っ
と
見
て
い
て

も
あ
き
な
い
、
と
思
っ
た
」

と
強
い
刺
激
を
受
け
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。◇

　
「
習
っ
て
か
ら
年
数
が
経
つ
う
ち
に
、

手
の
出
し
方
、
足
の
運
び
方
、
腰
の
落
と

し
方
を
少
し
ず
つ
楽
を
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
…
。
一
人
ひ
と
り
直
さ
れ
ま
し

た
」
。

　
魚
津
市
内
に
住
む
せ
り
込
み
蝶
六
保
存

会
元
会
長
の
名
人
、
先
名
進
さ
ん
（
69
）

に
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
は
山
ほ
ど
。
自
分
の
踊
り
の

練
習
に
加
え
て
、
小
学
５
、
６
年
生
メ
ン

バ
ー
の
踊
り
で
ダ
メ
出
し
さ
れ
た
と
こ
ろ

け
れ
ど
、
よ
く
覚
え
て
き
て
く
れ
た
。
若

け
れ
ば
一
緒
に
踊
っ
て
み
た
い
」
と
目
を

細
め
ま
し
た
。

　
元
町
議
会
議
長
の
山
崎
芳
光
さ
ん

（
88
）
は
「
ふ
る
さ
と
芸
能
東
川
越
中
踊

り
保
存
会
」
の
発
足
当
時
か
ら
を
見
て
き

た
だ
け
に
「
町
の
郷
土
芸
能
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
今
ま
で
習
っ
て

い
た
踊
り
は
、
『
扇

振
り
』
の
応
用
だ
っ

た
け
れ
ど
、
『
耳
か

き
』
は
難
易
度
も
か

な
り
高
く
て
…
。

『
街
流
し
』
は
骨
格

の
踊
り
を
応
用
し
て

い
る
だ
け
の
よ
う
に

見
え
る
け
れ
ど
、
実

際
は
足
の
運
び
、
手

の
運
び
が
微
妙
に
違

っ
て
い
る
」
。

　
そ
ん
な
藤
巻
君
を

頼
も
し
く
見
て
い
る

の
は
、
子
供
た
ち
を

指
導
し
て
き
た
三
井

ヨ
シ
エ
さ
ん
（
85
）
。

　
77
歳
の
時
に
単
身

「
せ
り
込
み
蝶
六
」

を
習
い
に
出
向
き
、

そ
の
後
町
内
で
指
導

に
務
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
富
山
に
行
っ
た
時
の
こ
と
を
夢
の
よ

う
に
思
い
出
し
ま
す
よ
。
立
山
町
に
い
る

兄
弟
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
習
っ
た
踊
り
は
、

今
の
踊
り
と
は
ぜ
ん
ぜ
ん
違
っ
て
い
た
。

保
存
会
を
作
っ
た
時
は
ど
の
よ
う
に
踊
っ

て
い
い
の
か
も
分
か
ら
な
か
っ
た
も
の
だ

今
、生
き
生
き
と

　

今
年
８
月
、
第
二
小

の
児
童
を
中
心
に
８
人

が
魚
津
市
を
訪
れ
、
本

場
の
「
せ
り
込
み
蝶
六
」

を
修
行
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
を
て
っ
ぺ
ん

祭
り
、
敬
老
会
、
発
表

会
で
披
露
し
て
大
盛
況
。

「
小
学
校
３
年
生
の
時

に
先
名
先
生
か
ら
習
っ

て
以
来
、
基
本
的
な
踊

り
は
変
わ
っ
て
い
な
い

け
れ
ど
、
基
礎
か
ら
も

う
一
度
習
い
直
し
た
」

と
一
回
り
た
く
ま
し
い

踊
り
を
し
っ
か
り
身
に

つ
け
て
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
第
二
小
校
区
の
長

老
の
皆
さ
ん
は
今
、

「
先
人
ル
ー
ツ
の
踊
り

を
町
の
郷
土
芸
能
に
」

と
再
び
熱
い
思
い
を
膨

ら
ま
せ
始
め
ま
し
た
。

5959

東
川
町
越
中
踊
り
子
供
保
存
会
の
富
山
派
遣
団
長　

藤
巻　

倫
太
郎
（
ふ
じ
ま
き　

り
ん
た
ろ
う
）
さ
ん

藤巻倫太郎さん／22区
　15歳。東川中3年。東川町越中踊り子供保存会（畑乃英会長）の富山派遣団
長。今年8月3日から3泊4日で、第二小学校児童5、6年生中心の一行8人が魚
津市を訪れ、本家「せり込み蝶六」の踊りを特訓して帰ってきました。6年前の
2006（平成18）、翌2007（同19）の両年、先名さんが魚津市から来町し
た時に習った「手踊り」「扇振り」「脚絆結び」「花笠踊り」4種の踊りに磨き
をかけ、新たに「街流し」「跳ねそ（うち1つが耳かき）」の2つの踊りをレパ
ートリーに加えました。8月26日の農協てっぺん祭りでその成果を初披露、続
いて第二地区コミュニティーセンターで9月2日に同地区敬老会で発表、同14日
に富山派遣事業報告・発表会を開きました。「せり込み蝶六」の踊りには、前記
6種のほか、「編み笠」「横踊り」「ちょうちん踊り」「笠踊り」と、さまざま
なバリエーションがあります。

先名さんから直に指導を受けました（魚津市内で） 第二小児童が「じゃんとこい魚津まつり」に初出演
（８月５日、魚津市内）

5、6年生と中学生、高校生が敬老会で新しい踊り「耳かき」を披露
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冬じまいの季節
　10月初め、夏山営業を終え、冬じまいの作業も終
盤のころ、黒岳石室を訪ねます。
　一昨年は、小屋の周りに草紅葉の名残や、リスの餌
集めも見られ、雪はよく見ると岩陰などにポツンとあ
る程度でした。
　ところが昨年は、この時期としてはかなり雪が降り
ました。吹き溜まった雪は小屋の裏手の谷をすっかり
埋め、ささやかな初滑りが楽しめました。10月、大
雪山の稜線部はまさに冬の入り口をまたぐところです。
　しかし、低い場所はこれからが秋の盛りです。たい
へん温かい今年、羽衣の滝周辺の紅葉は、10月半ば
からが見ごろかもしれません。滝までは、多少高齢で
も障害があっても割合歩きやすい道です。今年も家族
と一緒に、落差の大きな急スロープを薄絹のように流
れる滝を訪れたいものです。

　

9
月
19
日
、
参
議
院
議
員
の
中
山
恭
子
さ
ん

に
小
学
校
時
代
を
過
ご
し
た
本
町
に
来
訪
い
た

だ
い
た
。
小
学
校
６
年
生
の
時
に
お
父
さ
ま
が

お
亡
く
な
り
に
な
り
、
母
方
の
実
家
が
あ
る
群

馬
県
へ
転
居
さ
れ
た
が
、
自
ら
を
紹
介
す
る
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
に
は
「
東
川
小
学
校
入
学
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
東
川
に
は
思
い
出
深
い
も
の
が

あ
る
と
い
い
、
旭
川
へ
来
ら
れ
た
機
会
に
立
ち

寄
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

中
山
恭
子
さ
ん
と
い
う
と
、
10
年
ほ
ど
前
北

朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）
か
ら
の

拉
致
家
族
を
連
れ
戻
し
た
時
の
内
閣
官
房
参
与
、

あ
る
い
は
総
理
大
臣
補
佐
官
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
が
、
政
治
家
と
し
て
「
日
本
国
土
を

守
る
こ
と
、
経
済
成
長
は
美
し
い
街
づ
く
り
と

文
化
交
流
が
大
切
」
と
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
今
の
円
高
、
デ
フ
レ
の
苦
境
を
変
え
る

た
め
に
は
、
成
長
政
策
と
し
て
電
線
の
地
中
化
、

緑
化
、
歩
車
道
の
整
備
な
ど
、
欧
米
先
進
国
の

美
し
い
街
並
み
水
準
に
引
き
上
げ
る
公
共
事
業

を
国
が
創
出
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
。

財
源
は
、
返
済
す
る
必
要
が
な
い
２
０
０
〜
３

０
０
兆
円
程
度
の
国
債
を
日
銀
が
引
き
受
け
、

通
貨
量
を
増
加
す
る
こ
と
と
提
言
し
て
い
る
。

「
辛
い
雇
用
環
境
の
時
こ
そ
国
の
出
番
」
と
の

主
張
に
は
納
得
で
き
る
。

　

今
、
本
町
が
計
画
調
査
認
定
を
受
け
て
い
る

農
業
基
盤
整
備
も
次
代
へ
の
成
長
に
不
可
欠
な

も
の
だ
。
街
中
の
歩
道
や
公
園
整
備
等
は
、
生

産
や
生
活
の
基
盤
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
、

写
真
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
も
あ
り
大
切

な
こ
と
だ
と
確
信
す
る
。
次
代
を
担
う
子
供
た

ち
等
の
教
育
施
設
の
充
実
も
同
じ
で
あ
る
。

　

「
作
る
も
の
、
買
う
も
の
、
社
会
に
住
む
も

の
」
と
「
３
も
の
よ
し
」
が
日
本
の
「
共
生
文

化
」
で
あ
っ
た
。
経
済
が
縮
小
し
て
い
る
時
、

民
間
へ
の
発
注
を
た
た
い
て
安
く
す
る
こ
と
が

住
民
福
祉
の
向
上
と
い
う
提
言
を
い
た
だ
く
が
、

た
た
か
れ
て
泣
い
て
い
る
中
小
零
細
業
者
が
多

数
い
る
。
規
制
緩
和
を
す
べ
て
否
定
す
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
日
本
の
「
共
生
文
化
」
と
い
う

考
え
方
は
、
競
争
し
相
手
を
倒
し
て
生
き
て
い

く
も
の
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
。

　

わ
が
町
の
行
政
は
、
住
民
の
笑
顔
を
糧
（
か

て
）
と
し
て
国
、
道
の
財
源
を
フ
ル
に
活
用
し
、

住
民
が
暮
ら
し
や
す
く
、
美
し
い
「
写
真
の
町
」

に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

大
き
な
使
命
で
あ
る
。
中
山
恭
子
さ
ん
の
お
話

し
を
お
聞
き
し
、
「
文
化
を
大
切
に
し
た
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
意
を
強
く
す
る
。

散
歩
道
日
に
日
に
稲
穂
頭
下
げ

稲
妻
や
墨
絵
の
ご
と
き
村
の
景

露
の
秋
留
め
て
朝
日
の
時
を
待
つ

庭
下
駄
に
朝
露
を
知
る
素
足
か
な

露
の
世
や
生
き
過
ぎ
る
ほ
ど
生
き
て
や
れ

母
と
な
り
母
を
送
り
ぬ
鰯
雲

不
器
用
な
会
話
が
招
く
秋
の
風

露
草
を
摘
み
染
ま
り
た
る
指
二
本

秋
で
す
よ
捲
り
忘
れ
し
カ
レ
ン
ダ
ー

芝
ジ
ュ
ー
タ
ン
踏
ま
れ
て
垂
れ
る
露
し
ぐ
れ

地
域
の
輪
叩
く
太
鼓
に
踊
ら
さ
れ

朝
霧
や
花
が
ら
積
ん
で
一
輪
車

露
野
行
く
単
線
一
両
電
車
か
な

麦
笛
を
吹
け
ぬ
く
や
し
さ
少
女
の
日

露
草
の
青
に
魅
せ
ら
れ
季
節
移
る

く
も
の
巣
に
か
か
る
白
露
ネ
ッ
ク
レ
ス

空
色
に
白
い
絵
の
具
や
鰯
雲

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
久

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

　この時期の夕暮れの暗さと早さは、いつも「『10
月は黄昏の国』という小説の題名そのものだな」と思
います。
　10月初めころ、日没は前日より約２分間早まりま
す（この間、日の出は一日１分間くらいしか変わりま
せん）。日没から暗くなるまでの時間は最も短く、気
分も「タソガレ」やすい時期ですが、ロープウェーな
どの最終便の運行時間も早まっているので、ぼんやり
歩いていると乗り遅れてしまいそうになります。
　このころ山の中で出会う数少ない人は、どこかで会
ったことのあるような人ばかり。本当の山好きがそぞ
ろ歩きに出る時季、という気がします。

旭岳ビジターセンターホームページ
http://www.welcome-higashikawa.jp/info/?c=16

旭岳ビジターセンター 管理主任　菊　地　　基

大雪山の素顔
中
山
恭
子
さ
ん
か
ら
学
ぶ

俳　

句

俳　

句

　ぽっつんととと…。外は雨が降っ
ています。誰も遊びに来ないし、お
花もつみに行けなくて、あーちゃん
はご機嫌ななめです。すると窓ぎわ
にかえるくんが現われて、あーちゃ
んは「お家にいらっしゃい」と招待
されました。かえるくんの家では、
かえるくんのおかあさんが歌いな
がらお料理を作っています。歌に誘
われて、森の仲間たちも次々にやっ
てきます。さぁ、雨の日パーティー
のはじまりです！

　ある日、少年記者のタンタンは、ガラ
スケースに陳列されていた帆船の模型
に魅了され購入する。ところがその直
後から、タンタンは見知らぬ男たちに
追いかけ回される破目になる。何とそ
の船は17世紀に海賊の襲撃によって
消息を絶った伝説のユニコーン号で、
模型のマストにはある暗号が記された
巻物が隠されており…。（107分）

　男性写真家でも真似できないような行
動力で、ファインダーを通してたくさんの
人と出来事を伝え続けている日本で最初
の女性報道写真家、笹本恒子さん。まだ
女性の報道写真家がいなかった時代、総
理大臣の首根っこをキュッと締め上げ、マ
ッカーサー元師を呼び止め、那須のご用
邸にアポなし突撃。戦前、戦中、戦後そし
て現在の波乱万丈の97年間を振り返る。

タ
ン
タ
ン
の
冒
険

（
ア
ニ
メ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

角
川
書
店

お
待
ち
に
なって
元
帥
閣
下

（
一
般
書
）

著
／
笹
本 

恒
子
、刊
／
毎
日
新
聞
社

ぽ
っつ
ん 

と
と
と
は 

あ
め
の
お
と（
絵
本
）

作
／
戸
田 

和
代
、絵
／
お
か
だ 

ち
あ
き
、刊
／
P
H
P
研
究
所

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストを
　お受けしています

▼

雪
の
黒
岳
山
頂
（
昨
年
10
月
5
日
）

▼

雪
の
黒
岳
石
室
と
桂
月
岳
（
昨
年
10
月
5
日
）
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Fading into Fall   Stacey  Fujikawa
!e intense heat and sunshine of summer has come to a close. Bugs are starting to 
disappear and leaves are starting to turn vibrant shades of red, orange, and yellow. After 
the long, hot summer, the slight chill in the air is welcomed, and hints of another 
season... winter is coming!
Fall and spring are my favourite seasons, but this year, fall gives me an extra sense of 
excitement. In just a few short months my parents, uncle, and aunt will come all the 
way from Canada to visit me during the holiday season! I can’t wait to introduce them 
to my friends and to show them the place I now call home. Higashikawa is a wonderful 
town, "lled with many friendly people and beautiful places. I’m sure they will love it as 
much as I do! After, we will travel throughout Honshu and down to Kyushu, where my 
father’s parents were originally from. 
When I was seventeen, I participated in a homestay exchange to Wakayama. !ree 
years later my host sister visited my family and I in Canada while she was studying 
English in Vancouver. Another "ve years have passed and I am looking forward to 
seeing my host family once again. My host sister is now married and has a baby. We are 
excited to see each other and for our parents to "nally meet!

A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第91回

「He planted very good seeds in me.」
（先生は自分にいい種をまいてくれた）

A word from another worldNo.12

　先月登場した写真家アリフさん、絵画を専攻していた17
歳の時、一人の先生と出会いました。貧しい出身で自信も
なかったアリフさんは、先生に励まされ自信を持てるように
なったそうです。
　その先生のアドバイスは２つ。「Learn English.It’s a 
must !」（英語を身につけなさい。絶対だよ）と「Work 
hard.」（金の罠にはまるな、がんばれ！）。
　そしてある時、アリフさんは旅に出ました。予算は１日１
ドル、街角で似顔絵を描いて稼ぎながらの貧乏旅行。出発

前、ドイツのミュンヘンで何気なく中古のカメラを手に入れ
ます。ニコンＦ３でした。そして訪れたイランで、なんと戦
争が始まったのです。
　写真を撮り、文章を付けて本国トルコへ…。すると新聞
に大きく取り上げられ…。その後、政府の依頼でトルコ語と
縁の深い国 、々イラン、パキスタン、中国、モンゴル、ウイグル、
カシュガルを訪ねるドキュメンタリー番組を作成。この旅で
ウイグル族と出会いました。そして駱駝（ラクダ）が１日30
キロメートルも移動可能だと聞き、シルクロードの旅を着想
します。
　６年越しでやっとスポンサーが見つかると、モンゴルで
駱駝を10頭調達。中国・西安からシルクロードの旅を始め
ました。18カ月間に渡るこの旅の間、毎日8時間歩き、写真
を撮り続けました。こうして少しずつ彼は写真家へと成長し
ていったのです。
　「若いときに頑張ってよかった。楽ではなかったけれど、
やりたいことを追求してきた。同世代の仲間は商業的な写
真で経済的には成功したけれど、作品と呼べるものがない。
人は時間やお金と引き換えに情熱を失う」。そんな彼のと
ころに、今では世界中の若い写真家がアドバイスを求めて
やってきます。今度は彼が種をまく番です。

秋へ向かう　ステーシー　フジカワ
　猛暑と夏の日射しが去りました。虫たちも徐々にいなくなり、木の葉が鮮やかな赤やだいだい色、黄色へと変身し始めて
います。猛暑の後のかすかな冷気はうれしいものですが、もう次の季節の気配さえします。そう、冬が近づいています。
　春と秋は大好きですが、この秋はいつにも増してわくわくです。あと数カ月したら冬休み、両親と叔父、叔母がはるかカナ
ダから来ます。友だちや、今では私の故郷ともいえる場所を紹介できると思うと待ちきれない気持ちです。たくさんの親切
な人たち、美しい場所、東川は本当に素晴らしい町です。きっと私と同じくらい、この町を気に入ってくれることでしょう。さら
に本州を旅して、父方の祖父母の故郷、九州まで行く予定です。
　和歌山でホームステイしたのは17歳の時でした。3年後、その家の娘さんがバンクーバーに留学し、私と家族を訪ねてく
れました。あれから5年、もう結婚して赤ちゃんもいる彼女やホストファミリーにまた会えるのが楽しみです。両方の親同士
が会うのも初めてです。わくわくします！　　　

　（訳：宮地晶子）

【ちょっと豆知識】
宮地晶子

　今回は「bugs（バグズ）」 
という言葉が出てきました。
虫という意味ですね。人気ア
ニメ映画「バグズ　ライフ」
では、アリやバッタが大活躍
です。パソコンでは、プログ
ラムや製造上の誤り、欠陥を
表すのに使われています。新
しい使い方のように感じられ
ますが、すでに1878年にエ
ジソンが使っていたという記
録があります。他にも「～
狂」という意味でも使いま
す。例えば「写真大好き！」
な人を「a photography 
bug」と言います。
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８
月
７
日
、第
二
地
区
コ
ミュニ
ティ
ー
セン
タ
ー
で

　

４
月
か
ら
地
区
調
査
の
事
業
を
ス
タ
ー

ト
し
た
「
大
雪
東
川
地
区
」
国
営
緊
急
農

地
再
編
整
備
事
業
は
、
来
年
２
月
の
地
区

概
定
決
定
に
向
け
て
、
農
事
組
合
ご
と
の

説
明
会
を
経
て
、
耕
作
者
の
皆
さ
ま
か
ら

事
業
参
加
の
確
認
を
進
め
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
の
大
雪
東
川
地
区

〔
問
い
〕

　

「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
行
っ
た
場
合
水
温

は
下
が
ら
な
い
の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

幹
線
用
水
は
現
状
を
使
用
し
ま
す
。
他

地
区
の
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
水
温
が

下
が
る
こ
と
は
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

〔
問
い
〕

　

「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
し
た
場
合
生
活
排

水
な
ど
は
ど
う
な
る
の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

地
区
調
査
の
中
で
用
排
水
路
の
分
離
な

ど
検
討
を
行
い
対
応
し
ま
す
。

〔
問
い
〕

　

「
客
土
、
除
れ
き
工
事
は
い
つ
や
る
の

か
。
客
土
は
ど
の
よ
う
な
土
を
考
え
て
い

る
の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

整
備
事
業
と
併
せ
て
客
土
、
除
れ
き
工

事
を
実
施
し
ま
す
。
土
壌
調
査
を
経
て
客

土
の
土
を
決
定
し
ま
す
。

〔
問
い
〕

　

「
除
れ
き
作
業
は
手
上
げ
方
式
で
出
来

な
い
の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

整
備
工
事
は
地
区
一
帯
で
実
施
す
る
た

め
個
別
の
要
望
に
基
づ
く
対
応
は
出
来
ま

せ
ん
。

〔
問
い
〕

　

「
過
去
に
実
施
し
た
道
営
事
業
の
暗
き

ょ
工
事
、
用
排
水
路
工
事
な
ど
ほ
場
の
扱

い
は
ど
う
な
る
の
か
」
「
過
去
実
施
し
た

道
営
事
業
で
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
整
備

を
し
た
所
は
、
今
回
事
業
で
整
備
出
来
な

い
と
聞
い
た
が
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
教

え
て
ほ
し
い
」
。

〔
答
え
〕

　

過
去
に
補
助
金
で
実
施
し
た
暗
き
ょ
、

だ
け
大
き
な
区
画
が
必
要
と
判
断
し
、
２

・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
標
準
区
画
を
考
え
て

お
り
ま
す
。
経
過
的
に
現
状
の
作
業
機
械

の
性
能
な
ど
考
慮
し
、
当
面
簡
易
畦
畔
で

区
切
る
こ
と
も
可
能
と
思
い
ま
す
。

〔
問
い
〕

　

「
町
内
で
異
な
る
区
画
ほ
場
形
成
は
可

能
か
」
「
山
間
地
域
も
２
・
４
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
ほ
場
区
画
で
進
め
る
の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

整
備
計
画
の
中
で
は
、
統
一
し
た
区
画

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
例
外

と
し
て
地
形
状
況
、
現
況
を
踏
ま
え
、
地

区
調
査
の
中
で
一
部
地
域
に
合
っ
た
区
画

形
成
が
設
計
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
〕

　

「
２
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
に
地
権

者
が
３
人
い
る
場
合
は
ど
う
な
る
か
」

「
少
な
い
面
積
を
所
有
し
て
い
る
地
権
者

は
、
整
備
事
業
を
す
る
こ
と
で
ど
う
な
る

の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

出
来
る
だ
け
事
業
着
工
前
ま
で
に
売
買

に
よ
る
権
利
移
動
を
提
案
し
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
ほ
場
内
の
複
数
所
有
者
が
存

在
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
登
記

上
の
区
分
は
整
理
さ
れ
ま
す
。
出
来
る
だ

け
同
一
耕
作
者
へ
の
賃
貸
を
お
願
い
し
ま

す
。

〔
問
い
〕

　

「
用
排
水
は
埋
設
管
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
材
質
で
、
長
く
持
つ
も
の
な

の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

暗
き
ょ
、
用
排
水
管
と
も
に
耐
久
性
が

優
れ
た
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
ま
た
は
樹
脂
管

を
使
用
し
ま
す
の
で
、
長
期
間
心
配
な
く

使
用
で
き
ま
す
。

〔
問
い
〕

　

「
年
々
耕
作
者
が
減
っ
て
い
く
中
、
全

域
で
基
盤
整
備
を
実
施
す
る
必
要
は
あ
る

の
か
。
耕
作
者
は
借
地
も
整
備
し
た
い
の

か
」
。

〔
答
え
〕

　

年
々
農
業
者
の
高
齢
化
に
よ
り
東
川
町

で
も
農
家
戸
数
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

半
面
過
去
５
年
間
で
30
人
ほ
ど
若
い
農
業

後
継
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
将
来
に
渡
っ

て
持
続
的
に
東
川
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ
、

町
内
の
耕
作
放
棄
地
を
解
消
さ
せ
る
た
め

に
経
営
規
模
拡
大
を
目
的
と
し
た
ほ
場
の

大
型
化
は
必
須
要
件
で
あ
り
若
い
農
業
者

か
ら
の
強
い
要
望
と
し
て
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

◇
標
準
区
画

〔
問
い
〕

　

「
２
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
き
な
ほ
場

は
必
要
か
。
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
区
画
で
４
枚

（
１
枚
１
・
２
㌶
）
の
ほ
場
で
も
良
い
の

で
な
い
か
」
。

〔
答
え
〕

　

作
業
性
、
効
率
性
を
重
視
し
て
出
来
る

推
進
セ
ン
タ
ー
☎
82
|
２
１
１
１
（
内
線

１
５
０
、
１
５
１
）
。

◇
受
益
面
積

〔
問
い
〕

　

「
こ
の
事
業
に
参
加
し
な
い
地
権
者
、

耕
作
者
が
い
る
場
合
事
業
は
ど
う
な
る
か
」

「
農
業
者
の
年
齢
、
耕
作
面

積
、
経
営
形
態
が
さ
ま
ざ
ま

な
中
、
心
配
と
不
安
が
あ
る
。

し
か
し
次
の
世
代
の
た
め
に

全
域
に
わ
た
り
事
業
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

〔
答
え
〕

　

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備

事
業
要
件
と
し
て
最
低
４
０

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
連
な

っ
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
区
画

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
従
っ

て
全
町
一
円
で
の
事
業
を
進

め
る
た
め
に
は
、
全
員
の
同

意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
粘

り
強
く
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
「
大
雪
東
川
地
区
」
促
進
期
成
会
（
高
橋
昭
典
会
長
）
は
、
８
月

６
日
か
ら
町
内
５
地
区
で
「
大
雪
東
川
地
区
」
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
の
地
権
者
、
耕
作
者

を
対
象
と
し
て
事
業
概
要
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご
質
問
と
回
答
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業「
大
雪
東
川
地
区
」

地
区
説
明
会
、意
見
と
回
答

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業「
大
雪
東
川
地
区
」

地
区
説
明
会
、意
見
と
回
答

国営緊急農地再編整備事業「大雪東川地区」

地区説明会、意見と回答
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用
排
水
、
整
備
工
事
は
施
設
の
耐
用
年
数

な
ど
を
加
味
し
、
今
後
整
備
要
綱
の
中
で

検
討
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
区
調
査
終
了

ま
で
に
結
論
を
出
し
ま
す
。

◇
事
業
費

〔
問
い
〕

　

「
事
業
費
の
中
に
除
れ
き
費
用
は
入
ら

な
い
の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

除
れ
き
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
費
用

は
事
業
費
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
〕

　

「
第
三
地
区
は
除
れ
き
作
業
が
必
要
と

思
え
る
。
そ
う
な
っ
た
場
合
事
業
費
10

ア
ー
ル
当
た
り
２
０
０
万
円
で
出
来
る
の

か
」
「
物
価
上
昇
な
ど
事
業
費
試
算
に
盛

り
込
め
る
の
か
」
「
工
事
開
始
15
年
後
か

ら
償
還
が
始
ま
る
が
、
整
備
代
金
は
大
き

く
変
動
し
な
い
の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

現
段
階
で
多
少
多
め
に
見
て
、
10
ア
ー

ル
当
た
り
２
０
０
万
円
の
事
業
費
で
設
定

し
て
い
ま
す
。
今
後
地
区
調
査
の
中
で
正

式
な
事
業
費
を
設
定
し
ま
す
。
算
定
し
た

事
業
費
は
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
物
価
上
昇
分
は
見
込
む
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。

〔
問
い
〕

　

「
10
年
の
長
期
間
に
渡
る
整
備
工
事
に

な
る
が
、
工
事
費
が
10
年
間
一
定
と
は
思

え
な
い
。
単
年
度
負
担
額
精
算
は
出
来
な

い
の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

現
段
階
で
整
地
工
、
暗
き
ょ
工
、
農
道

工
、
小
用
排
水
路
工
の
プ
ー
ル
精
算
を
予

定
し
て
い
る
た
め
、
単
年
度
精
算
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

ウ
ス
の
移
転
、
撤
去
費
用
は
事
業
で
み
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
法
人
化

〔
問
い
〕

　

「
整
備
事
業
に
伴
い
事
業
着
手
前
に
土

地
の
売
買
を
進
め
る
と
言
っ
て
い
る
が
、

普
通
の
売
買
な
の
か
。
ま
た
は
違
う
方
法

を
考
え
て
い
る
の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
、
農
業
委

員
会
で
出
来
る
だ
け
地
域
内
耕
作
者
へ
の

集
積
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
事
業
に
よ
る

売
買
の
優
遇
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事

前
に
売
り
渡
し
を
ご
希
望
の
方
は
斡
旋
申

し
出
、
貸
し
付
け
を
希
望
す
る
場
合
は
地

域
農
業
推
進
協
議
会
に
白
紙
委
任
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇
農
振
の
特
別
管
理

〔
問
い
〕

　

「
白
地
見
直
し
の
基
本
的
な
考
え
方
を

お
聞
か
せ
願
い
た
い
」
。

〔
答
え
〕

　

白
地
区
域
が
現
在
町
内
に
点
在
し
て
い

ま
す
。
白
地
区
域
は
事
業
参
加
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
農
地
法
の
改
正
に

よ
っ
て
今
後
農
地
転
用
が
難
し
い
白
地
区

域
を
含
め
、
地
権
者
の
ご
意
見
を
十
分
お

聞
き
し
、
平
成
25
年
度
に
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

◇

　

地
区
別
説
明
会
の
出
席
者
数
（
地
権
者
、

耕
作
者
）
は
次
の
通
り
。

　

１
４
０
人
（
地
権
者
29
人
）
＝
第
一
27

人
、
第
二
25
人
、
西
部
25
人
、
第
三
18
人
、

東
部
45
人

〔
問
い
〕

　

「
休
業
と
も
補
償
の
中
身
を
も
う
少
し

詳
し
く
教
え
て
ほ
し
い
」
。

〔
答
え
〕

　

整
備
工
事
に
よ
っ
て
休
耕
す
る
ほ
場
で

は
収
入
が
見
込
め
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
１
年
間
の
生
活
資
金
確
保
を
目
的
と

し
て
、
全
耕
作
者
が
必
ず
該
当
者
と
な
っ

て
お
互
い
に
助
け
合
う
と
も
補
償
制
度
を

創
設
す
る
も
の
で
す
。
財
源
と
し
て
現
段

階
で
戸
別
所
得
補
償
交
付
金
の
10
ア
ー
ル

当
た
り
１
万
５
千
円
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

◇
工
事
早
遅
積
立
金

〔
問
い
〕

　

「
工
事
早
遅
の
メ
リ
ッ
ト
に
対
す
る
２

千
円
の
積
み
立
て
は
実
施
し
た
方
が
良

い
」
。

〔
答
え
〕

　

今
後
耕
作
者
の
ご
意
見
を
十
分
お
聞
き

し
、
事
業
着
工
ま
で
に
方
策
を
決
定
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◇
非
農
用
地
の
集
約

〔
問
い
〕

　

「
売
買
取
得
し
た
宅
地
跡
な
ど
非
農
用

地
の
集
積
は
可
能
か
」
「
整
備
区
域
内
の

建
物
な
ど
の
撤
去
費
用
は
事
業
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
か
」
「
宅
地
周
辺
の
ほ
場
は
、

か
ぎ
の
手
に
な
ら
な
い
よ
う
な
整
備
が
出

来
る
の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

将
来
の
施
設
用
地
を
目
的
と
し
て
、
ま

た
宅
地
周
辺
の
圃
場
が
か
ぎ
の
手
と
な
ら

な
い
よ
う
な
非
農
用
地
を
盛
り
込
ん
で
整

備
計
画
、
換
地
計
画
の
必
要
性
が
出
て
き

ま
す
。
来
年
以
降
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
た
だ
し
建
物
、
ハ

◇
事
業
期
間

〔
問
い
〕

　

「
10
年
の
工
事
期
間
の
中
で
整
備
工
事

の
順
番
の
決
め
方
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
」
。

〔
答
え
〕

　

地
区
概
定
さ
れ
た
の
ち
地
区
調
査
の
中

で
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
十
分

期
成
会
と
の
協
議
の
中
、
決
定
し
ま
す
。

◇
施
工
時
期

〔
問
い
〕

　

「
工
事
期
間
中
は
１
年
間
農
作
業
が
出

来
な
い
の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

大
雪
東
川
地
区
は
夏
期
施
工
を
主
体
と

考
え
て
い
ま
す
。
従
っ
て
地
力
作
物
以
外

は
耕
作
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
工
事
実
施
年
支
援

〔
問
い
〕

　

「
事
業
着
工
の
中
で
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス

を
活
用
し
た
野
菜
生
産
の
説
明
が
あ
る
が
、

残
留
農
薬
と
の
関
係
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

出
来
る
だ
け
既
存
施
設
を
活
用
し
た
農

業
所
得
確
保
を
目
的
と
し
て
工
事
年
に
伴

う
遊
休
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
、
施

設
野
菜
の
作
付
け
誘
導
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問
の
通
り
、
東
川
町
農
協
で
は
残
留
農

薬
の
問
題
が
あ
る
た
め
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス

で
の
野
菜
栽
培
を
禁
止
し
て
い
ま
す
が
、

並
行
し
て
推
進
し
て
い
る
ト
マ
ト
の
ポ
ッ

ト
栽
培
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

栽
培
技
術
指
導
を
含
め
、
本
年
度
か
ら

点
滴
か
ん
水
装
置
の
賃
貸
な
ど
も
視
野
に

入
れ
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

◇
事
業
負
担
者

〔
問
い
〕

　

「
地
権
者
は
同
意
す
る
だ
け
で
、
負
担

は
今
後
発
生
し
な
い
の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

整
備
事
業
に
係
る
事
業
負
担
は
、
耕
作

者
が
負
担
す
る
考
え
方
か
ら
、
現
段
階
で

は
地
権
者
の
負
担
は
予
定
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
そ
の
他
に
係
る
要
望
が
生
じ

た
と
き
は
改
め
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

〔
問
い
〕

　

「
こ
の
事
業
の
意
思
表
示
を
す
る
の
は

地
権
者
、
耕
作
者
の
ど
ち
ら
か
」
。

〔
答
え
〕

　

事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
地
権
者
、
耕

作
者
そ
れ
ぞ
れ
の
同
意
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

〔
問
い
〕

　

「
事
業
費
支
払
い
に
つ
い
て
、
改
良
区

の
賦
課
金
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
と
あ
る

が
、
内
容
に
つ
い
て
も
う
少
し
説
明
願
い

た
い
」
。

〔
答
え
〕

　

土
地
改
良
法
に
よ
っ
て
、
区
域
内
の
農

地
で
耕
作
さ
れ
る
方
は
、
す
べ
て
改
良
区

の
組
合
員
と
な
り
ま
す
。
区
域
内
の
事
業

に
よ
っ
て
整
備
し
た
農
地
は
、
定
款
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
土
地
の
組
合

員
に
対
し
賦
課
徴
収
し
ま
す
。

〔
問
い
〕

　

「
除
れ
き
、
客
土
の
負
担
も
耕
作
者
が

す
る
の
か
」
。

〔
答
え
〕

　

現
段
階
で
は
耕
作
者
負
担
で
考
え
て
い

ま
す
が
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
発
生

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
十
分
期
成

会
、
推
進
本
部
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国営緊急農地再編整備事業「大雪東川地区」

地区説明会、意見と回答
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くらし
・

ネットワーク

　
父
裕司

　
母
絵里加

　
行政区
西区

お 誕 生
生まれた子
松﨑　輝依
まつざき　   き   い

平成25年分の「扶養親族等
申告書」が送付される方

65歳
未満

65歳
以上

年金額が
108万円以上

年金額が
158万円以上

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

険
料
を
納
付
し
た
方
に
対
し
て
、
10
月

下
旬
か
ら
11
月
上
旬
ま
で
に
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
を
送
付
し
ま
す
。
証
明
書
は
年
末

調
整
、
確
定
申
告
時
期
が
来
る
ま
で
大

切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
さ
れ
た
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
に
加
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
家
族
あ
て
に
送

ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
来
年
の
1

月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
金
の「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」は
期

限
ま
で
に
提
出
を

　

老
齢
、
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税

対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

場
所　
税
務
課
４
番
窓
口
（
１
階
）

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
（
内
線
１
１

１
）
、
住
宅
の
こ
と
は
住
ま
い
室
（
内

線
１
１
５
、
１
１
６
）

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」は
年
末
調
整
、確
定
申

告
ま
で
大
切
に
保
管
を

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
及
び
住

民
税
の
申
告
時
、
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
（
そ
の
年
の
１

月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た

保
険
料
）
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

時
に
は
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）

を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
料
の
税
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
年
金
機
構
で
は
、
１
月
１
日

〜
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

税
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
収
納
室
☎

（
内
線
１
２
１
、
１
２
２
）

税
の
休
日
、夜
間
納
付
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　

町
税
、
各
種
使
用
料
な
ど
を
期
限
内

に
納
付
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
期
限
内
に
納
付
で
き

な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
休
日
、
夜
間

の
納
付
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
町
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
公
営
住
宅
使
用
料
、
下
水
道
使
用

料
、
保
育
料
な
ど
で
す
。
税
、
料
金
の

納
付
、
ま
た
は
納
付
相
談
が
な
い
場
合
、

差
し
押
さ
え
な
ど
滞
納
処
分
を
実
施
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
願
い

ま
す
。

日
時　
10
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時
、
同
月
29
日
（
月
）
午
後

　

５
時
15
分
〜
同
８
時

　

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
毎
年
11
月
上
旬
ま

で
に
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
12
月
１
日
の
提
出

期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
は
非
課
税
）
。

　

こ
の
申
告
に
よ
っ
て
翌
年
中
に
受
け

ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得
税
の
源
泉

徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。
提
出
を
忘

れ
る
と
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所

得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
方
は
確
定

　

申
告
が
必
要
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
年
金
事
務
所

☎
27
―
１
６
１
１

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
２
、

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

食
事
か
ら
健
康「
栄
養
教
室
」

　

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

な
ど
か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
」
健
康
の
大
切
さ
を
考
え
ま
し

ょ
う
。

　

身
近
な
材
料
を
使
っ
て
調
理
実
習
を

し
ま
す
。
食
生
活
の
見
直
し
と
健
康
を

考
え
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
（
希
望
す

る
方
は
食
生
活
改
善
推
進
員
と
な
る
単

10月の行事
台湾合唱団コンサート（東川中、東川小と
ジョイント）（後3時半、農村環境改善セン
ター）
君の椅子フォーラム（後１時半、幼児セン
ター）
第36回東川町社会福祉大会（前９時、農
村環境改善センター）

14日㈰

28日㈰

人のうごき　8月16日～9月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
行政区　
北町３丁目
東町２丁目
11区
32区
25区

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
阿部　孝範　　　若松　右子
寺林　正行　　　菅野　仁美
吉田　辰大　　　大槻　莉沙
松野　智久　　　穂苅　和美
大岩　聖史　　　福井　洋代

東川町役場　　　　
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777

　
（前月比－
（前月比－
（前月比－
（前月比－

　
7,946人
3,734人
4,212人
3,424戸

1人
10人
11人
24人

　
22人）
12人）
10人）
16戸）

人口・世帯数　8月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／
※7月9日施行の住民基本台帳法改正によって外国人住民
　も含まれるようになりました。

　

101歳
87歳
63歳
85歳
90歳

　
歳

　
行政区
北町2丁目
21区
８区
６西区
東町1丁目

届出人

　村　キミヱ
城丸　美穗子
岡澤　勝久
中田　裕文

おくやみ
亡き人
中　ムネ
　村　　信
城丸　康行
岡澤　久夫
中田　清吉
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都市建設課
工事の入札結果  
工事、物品購入の入札結果をお知らせします。
入札日 設　備　名　等 請負業者

請負価格
（税込み、円）

8月31日 林業体験施設整備工事 ㈱小岩組 23,940,000 指名競争入札

〃 高齢者等除雪サービス用機械等購入(ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ0.5㎥) ｺﾏﾂ建機販売㈱ 4,189,500 〃

契約方法等

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セン
タ
ー
ま
つ
り「
親
子
で
あ
そ
ば
ん

か
い
」

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
お
祭
り
日
。
ヨ
ー

ヨ
ー
つ
り
や
わ
た
あ
め
な
ど
楽
し
い
出

店
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。
旭
川
在

住
の
絵
本
作
家
、
堀
川
真
さ
ん
を
招
き
、

楽
し
い
工
作
コ
ー
ナ
ー
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

日
時　
10
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　
幼
児
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー
ル
ー
ム
、

　

プ
レ
ー
ル
ー
ム
２

対
象　
町
内
在
住
の
乳
幼
児
、
小
学
校

　

低
学
年
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
（
ヨ
ー
ヨ
ー

　

つ
り
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）

予
約　
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

「
も
も
ん
が
子
育
て
講
演
会
」

　

楽
し
く
子
育
て
を
す
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
が
い
っ
ぱ
い
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　
10
月
11
日
（
木
）
午
前
９
時
半

　

〜
同
11
時

場
所　
幼
児
セ
ン
タ
ー
内　

支
援
セ
ン

　

タ
ー
プ
レ
ー
ル
ー
ム

対
象　
ど
な
た
で
も

定
員　
あ
り
ま
せ
ん
（
要
予
約
）

講
師　
お
ひ
さ
ま
教
室
言
語
聴
覚
士
、

　

熊
田
広
樹
氏

内
容　
「
こ
ど
も
の
こ
こ
ろ
と
言
葉
の

　

育
ち
」

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

改
善
セ
ン
タ
ー
で
教
育
委
員
会
業
務
の

点
検
、
評
価
報
告
書
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。
縦
覧
期
間
は
11
月
末
ま
で
で
す
。

　

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
よ
っ
て
、

す
べ
て
の
教
育
委
員
会
事
務
の
管
理
、

執
行
状
況
に
つ
い
て
、
点
検
、
評
価
を

行
い
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

大
雪
消
防
組
合
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
東
消
防
署
☎
83
―

０
１
１
９

始
ま
り
ま
す
、秋
の
火
災
予
防
運
動

　

「
消
す
ま
で
は 

出
な
い
行
か
な
い 

離
れ
な
い
」
―
。
10
月
15
日
（
月
）
か

ら
同
月
31
日
（
水
）
ま
で
、
秋
の
火
災

予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　

本
格
的
な
秋
を
迎
え
、
朝
夕
の
冷
え

込
み
に
伴
っ
て
ス
ト
ー
ブ
な
ど
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
季
節

で
す
。
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
時
は
火

事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
防
火
期
間
中
、
消
防
団
員

が
防
火
広
報
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

　

ま
だ
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
警
報
器
の
早
急

な
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。
既
に
設
置

済
み
の
ご
家
庭
で
は
、
定
期
的
な
点
検

と
管
理
を
忘
れ
ず
に
。

▼
暖
房
器
具
使
用
上
の
注
意

　

①
使
用
す
る
前
に
は
必
ず
点
検
、
整

備
を
し
ま
し
ょ
う
②
カ
ー
テ
ン
な
ど
の

燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
、
物
が
落
下

位
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
。

日
時　
10
月
24
日
（
水
）
午
前
10
時
か

　

ら
午
後
１
時
ご
ろ

場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
健
診
デ
ー
タ
の
見
方
（
食
と
体

　

の
結
び
つ
き
）
、
講
話
、
調
理
実
習
、

　

試
食
（
希
望
者
は
体
脂
肪
測
定
）

対
象　
町
民
の
方
ど
な
た
で
も

持
ち
物　
筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
食
材
料
の
一
部
１
０
０
円
を

　

自
己
負
担
）

お
申
し
込
み　
保
健
指
導
室
栄
養
士

 

企
画
総
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内
線
２
２
４
）

無
料
法
律
相
談
会
の
開
催

　

北
海
道
弁
護
士
連
合
会
主
催
の
無
料

法
律
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

日
時　
10
月
18
日
（
木
）
午
後
1
時
〜

　

同
4
時

場
所　
役
場
第
3
会
議
室
（
３
階
）

相
談
料　
無
料
（
要
予
約
）

予
約
期
間　
10
月
１
日
（
月
）
〜
同
月

　

16
日
（
火
）

 

教
育
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内
線
５
８
２
、

５
８
３
）

教
育
委
員
会
業
務
の
点
検
、評
価
報

告
書
を
縦
覧
し
ま
す

　

平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
東
川
町
教

育
委
員
会
事
業
に
つ
い
て
、
農
村
環
境

す
る
場
所
で
の
使
用
は
止
め
ま
し
ょ
う

③
火
を
つ
け
た
ま
ま
の
給
油
、
移
動
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
④
外
出
、
就
寝

時
な
ど
火
の
そ
ば
を
離
れ
る
時
は
完
全

に
消
火
し
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

⑤
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
給
油
タ
ン
ク
の
灯

油
ス
ト
ー
ブ
の
場
合
、
燃
料
タ
ン
ク
の

ふ
た
を
し
っ
か
り
閉
め
た
こ
と
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ 

は
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
82
―
５
１

０
０

「
よ
ち
よ
ち
教
室
」を
開
き
ま
す

　

乳
児
の
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊
べ

る
場
所
で
す
。
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
お

友
達
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
零
歳
児
対

象
で
す
が
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ

ん
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

日
時　
10
月
19
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

募
集　
15
組
程
度
（
要
予
約
）  

対
象　
零
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　

こ
ど
も
冨
貴
堂
の
福
田
洋
子
店
長
を

　

囲
ん
で
「
子
ど
も
と
楽
し
む
絵
本
」

　

交
流
会
も
予
定

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

写
真
の
町
事
業
と
、
平
成
26
年
に
移

転
し
て
新
築
開
校
す
る
東
川
小
学
校
に

設
置
予
定
の
彫
刻
家
、
安
田
侃
（
か
ん
）

氏
の
作
品
購
入
、
設
置
費
と
し
て
活
用

し
ま
す
。
同
社
か
ら
は
例
年
寄
付
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　盛
永
組
に
感
謝
状

　

町
道
の
除
草
作
業
を
行
い
、
町
内
の

環
境
美
化
活
動
に
貢
献
し
た
㈱
盛
永
組

（
盛
永
孝
之
社
長
）
に
対
し
て
、
町
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

 

９
月
６
日
、
来
庁
し
た
盛
永
社
長
に

松
岡
市
郎
町
長
が
贈
呈
し
ま
し
た
。

 

今
年
７
月
、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て

東
西
線
道
路
（
西
５
号
〜
西
10
号
間
）
、

西
４
号
道
路
（
北
５
線
〜
北
７
線
間
）
、

道
道
か
ら
東
西
線
道
路
（
西
５
号
、
西

６
号
、
西
８
号
、
西
10
号
各
道
路
）
、

秋
山
元
町
議
、旭
日
単
光
章
を
受
章

　

元
東
川
町
議
会
議
員
、
35
区
、
農
業

秋
山
實
さ
ん
（
88
）
が
旭
日
単
光
章
を

受
章
し
、
９
月
10
日
、
役
場
で
授
賞
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
男
の
妻
仁
美
さ
ん
（
52
）
が
来
庁

し
、
上
川
総
合
振
興
局
、
巻
口
公
治
副

局
長
か
ら
代
理
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
、
東
川
村

（
当
時
）
生
ま
れ
。
農
業
に
従
事
し
な

が
ら
１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
か
ら
１

９
７
９
（
同
54
）
年
３
月
ま
で
、
３
期

12
年
間
に
渡
っ
て
東
川
町
議
会
議
員
を

務
め
ま
し
た
。
任
期
中
、
町
の
農
業
近

代
化
政
策
へ
の
提
言
な
ど
、
町
の
農
業

振
興
、
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

㈱
大
和
、佐
藤
社
長
今
年
も
寄
付

　

８
月
30
日
、
㈱
大
和
の
佐
藤
隆
政
社

長
、
礼
子
夫
人
か
ら
写
真
の
町
ひ
が
し

か
わ
株
主
基
金
に
今
年
も
多
額
の
寄
付

第
一
小
前
西
10
号
道
路
の
除
草
作
業

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
川
町
農
協
組
合
長
杯
争
奪
ミ
ニ
バ

レ
ー
大
会
の
お
知
ら
せ

　

東
川
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
主
催
の
第

22
回
東
川
町
農
協
組
合
長
杯
争
奪
ミ
ニ

バ
レ
ー
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

種
目
は
①
混
成
40
歳
以
下
（
男
女
各
２

人
）
②
同
50
歳
未
満
（
同
）
③
50
歳

以
上
（
フ
リ
ー
、
性
別
問
わ
ず
）
④

女
子
の
部
―
の
４
種
。
選
手
登
録
は

１
チ
ー
ム
６
人
以
内
で
す
。

日
時　
10
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時

（
受
け
付
け
開
始
）

場
所　
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ 

　

ー
参
加
料　
３
千
円
（
１
チ
ー
ム
、
傷
害

　

保
険
料
含
む
）
、
試
合
当
日
支
払
い

申
し
込
み　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
備

　

え
付
け
の
申
込
用
紙
で
同
所
に
申
し

　

込
み

締
め
切
り　
10
月
11
日
（
木
）

お
問
い
合
わ
せ　
事
務
局
の
大
城
さ
ん

　

☎
82
―
３
５
４
２

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す

ひ
が
し
か
わ
ピ
ア
ノ
さ
ろ
ん

　

宗
谷
管
内
中
頓
別
町
に
在
住
の
米
国

人
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
・
ラ
イ
タ
ー
、

ボ
ー
セ
ン
・
ジ
ェ
レ
ッ
ド
さ
ん
が
「
ア

メ
リ
カ
の
歌
声
と
ギ
タ
ー
の
夕
べ
」
と

題
し
て
、
東
川
町
内
で
初
ラ
イ
ブ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

　

今
年
６
月
に
発
売
し
た
新
Ｃ
Ｄ
ア
ル

バ
ム
の
中
か
ら
、
ギ
タ
ー
と
ハ
ー
モ
ニ

カ
で
自
作
曲
の
ほ
か
、
主
宰
・
三
島
知

子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
と
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
加

え
、
「
ス
タ
ン
ド
・
バ
イ
・
ミ
イ
」

「
涙
そ
う
そ
う
」
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・

グ
レ
イ
ス
」
な
ど
、
日
本
語
と
英
語
の

カ
バ
ー
曲
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　
10
月
27
日
（
土
）
午
後
７
時
か

　

ら
（
開
場
午
後
６
時
半
）

会
場　
ひ
が
し
か
わ
ピ
ア
ノ
さ
ろ
ん

（
南
町
４
丁
目
）

入
場
料　
千
円
（
当
日
）

定
員　
約
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　

め
切
り
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
ひ
が
し

　

か
わ
ピ
ア
ノ
さ
ろ
ん
（
三
島
さ
ん
）

　

☎
82
―
２
４
６
９

地
方
税
合
同
公
売
会
を
開
催
し
ま
す

上
川
総
合
振
興
局

　

北
海
道
、
道
内
市
町
村
が
共
同
で
合

同
公
売
会
を
開
き
ま
す
。

　

公
売
会
場
に
地
方
税
の
滞
納
者
か
ら

差
し
押
さ
え
た
自
動
車
、
美
術
品
、
骨

董
品
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
テ
レ
ビ
な
ど
、

換
価
価
値
が
高
い
物
品
約
１
０
０
点
を

陳
列
し
て
競
売
し
ま
す
。

　

公
売
物
品
を
実
際
に
手
に
触
っ
て
品

評
す
る
こ
と
が
出
来
、
ど
な
た
で
も
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

道
内
で
は
初
の
取
り
組
み
で
す
。
詳

し
く
は
上
川
総
合
振
興
局
の
道
税
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
電
話
で

の
お
問
い
合
わ
せ
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

日
時　
11
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
３
時

場
所　
旭
川
市
民
文
化
会
館

参
加
団
体　
上
川
総
合
振
興
局
、
上
川

　

管
内
の
市
町
村
、
上
川
広
域
滞
納
整

　

理
機
構

お
問
い
合
わ
せ　
上
川
総
合
振
興
局
納

　

税
課
☎
46
―
５
９
３
７

貸
金
業
苦
情
相
談
フ
リ
ー
ダイ
ヤ
ル

の
ご
案
内上

川
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部

　

悪
質
な
貸
金
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、

苦
情
申
し
立
て
、
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

貸
金
業
を
営
む
者
は
財
務
局
長
、
北

海
道
知
事
の
登
録
が
必
要
で
す
。
無
登
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社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

８
月
16
日
か
ら
９
月
15
日
ま

で
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

８
区　
　
　
　
　

城
丸
美
穂
子
様

東
町
１
丁
目　
　

中　
　

智　

様

21
区　
　
　
　
　

吉
村
キ
ミ
ヱ
様

22
区　
　
　
　
　

吉
森
マ
サ
子
様

32
区　
　
　
　
　

長
谷
川　

稔
様

34
区　
　
　
　
　

山
﨑　

誠
一
様

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日

  

日
々
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ

と
、
悩
み
ご
と
を
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
毎
月
第
３
木
曜
日
午

後
１
時
半
か
ら
同
４
時
ま
で
社

協
相
談
室
で
。
今
月
の
相
談
日

と
相
談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

10
月
18
日　

盛
永
小
夜
子

（
行
政
相
談
所
併
設
）

東川町文化ギャラリー展示案内
東町１丁目19-8　☎82-4700

○10月2日㈫～同月18日㈭ 
・写真かんじき展
・東川フォトクラブ写真展
・井上則雄写真展
　「Daisetsu ‒Tundra Area－」
・夏休み写真絵日記展
○10月20日㈯～11月3日㈯
・第41回東川町民総合文化祭作品 
　展

※10月1日㈪、同月19日㈮は作品入
　れ替えのため休館

各種大会成績
【水泳】

◆第31回上川管内スポーツ少年団水泳
交流大会（9月2日・上富良野町B＆G海洋
センター）
◇バタフライ
▼小学５年生男子（50㍍）　①鷲見圭飛
（41秒95）▼同６年生同（同）　①武田
好生（46秒55）
◇平泳ぎ
▼同５年生同（同）　①三上大晴（57秒
62）②紺野碧依▼同６年生同（同）　①
佐藤颯紀（50秒７６）④山崎悠人
◇メドレーリレー
▼同６年生混成（100㍍）　④鷲見（莉）、
佐藤、武田、山崎
◇自由形
▼同１年生男子（25㍍）　①三上竜尚
（25秒76）▼同同女子（同）　③紺野林
檎▼同２年男子（同）　②丸一叶人▼同
３年女子（同）　②鷲見莉子▼同５年生
男子（50㍍）　①鷲見圭飛（37秒14）③
紺野碧依④三上大晴▼同６年生同（同）
　①武田好生（39秒18）③佐藤颯紀④
山崎悠人
◇背泳ぎ
▼同１年生同（25㍍）　①三上竜尚（31

秒36）▼同２年生同（同）　②丸一叶人
▼同３年生女子（同）　②鷲見莉子（30
秒55）
◇フリーリレー
▼同同混成（100㍍）　②三上（竜）、田
代、鷲見（莉）、丸一

【剣道】

◆第19回北部北海道天塩地区剣道交流
大会（９月17日・天塩中学校）
〔団体戦〕
▼中学生の部　③東川錬成館　（高畠
遼、木村友紀、高畠脩、我部山翼）
〔個人戦〕
▼中学生男子の部　③高畠脩（東川錬
成館）
◆第50回オホーツク圏青少年剣道大会
（８月12日・紋別市スポーツセンター）
〔個人戦〕
▼中学生男子の部　②高畠遼（東川錬
成館）

【ミニバレー】
◆第24回旭川ミニバレー協会長杯争奪

大会（８月26日・旭川市立東町小体育館
ほか）
〔女子〕
▽女子40歳未満　②東川ＢＩＧＩＮ

【ミニバスケットボール】
◆第36回旭川地区夏期大会予選リーグ
（８月26日・上富良野町社会教育総合セ
ンターほか）
▼女子Ｈブロック　②東川

【柔道】
◆第34回旭川柔道連盟会長旗争奪旭川
市少年少女柔道大会（８月19日・旭川市
総合体育館）
▼小学３、４年生女子の部　③須藤花
恋（東川柔塾）

公営住宅、特定公共賃貸住宅の入居者を募集します

１.入居申込書
２.住宅等状況申告書
３.所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４.地方税の滞納がないことを証明する書類（今年1月1日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５.世帯全員分の住民票（町外の方のみ）、本籍地の表示は不要
６.その他必要と認める書類
７.印鑑
※下線のついている書類は、定住促進課住まい室に用意してあります。
※３、４の書類は入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

お申し込みに
必要なもの

受付期間 10月1日㈪～同月11日㈭

受付場所 定住促進課住まい室

募集戸数 3戸

そ の 他

選 考 方 法
入 居 予 定 日
敷 金
連 帯 保 証 人
お 問 い 合 わ せ

入居申し込み者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第2条第6号に該当する場
合には、入居することはできません。
公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。
平成24年10月末（期限までに入居することが要件）
家賃の3カ月分
入居者と同程度以上の所得金額のある方2人（2人の保証人がいない場合は入居取り消し）
定住促進課住まい室 ☎８２－２１１１（内線115、116）

定住促進課

●公営住宅

募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
  ・上記団地①、②は原則4人以上
　　※一定の要件（昭和31年４月１日以前生まれ等）に該当する場合に限り単身での入居が可能
２．税金等の滞納がない方
３．法の規定により算出した月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
  ※次のいずれかの要件に該当する場合は、月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下となります。
  ・1956（昭和31）年4月1日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが同年4月1日以前生まれ、または18歳未満の方がいる場合
  ・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
  ・身体障がい等級1級から4級までの方がいる場合
  ・精神障がい等級1級から2級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
  ・ハンセン病療養者の方などがいる場合

①

②

●特定公共賃貸住宅

募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居する親族がいる方
 ・上記団地①については原則4人以上
２．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
　※詳細はお問い合わせください

①

・平成11年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き
・ペットは認められません

・1戸（2階）
・56,300円～
　　74,400円

南団地B3
3LDK（80.9㎡） 南町1丁目6番

・ガス調理器、給湯温水ボイラー、灯油暖房
・調理器、暖房機は各自用意
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代は別途
・駐車場1台

・平成24年
・木造平屋建て
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場2台
・ペットは認められません

・1戸（1階）
・28,300円～
　　112,400円

清流団地B4
2LDK（75.07㎡） 西町3丁目7番 ・調理器、暖房機は各自用意

・平成2年
・セラミックブロック造り2階建て
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場1台
・ペットは認められません

・1戸（2階）
・22,100円～
　　42,700円

北団地A1
3LDK（71.39㎡） 北町3丁目10番 ・調理器、暖房機は各自用意

・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代は別途

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
旭
川
高

等
技
術
専
門
学
院
（
旭
川
市
緑
が
丘
東

３
条
２
丁
目
）
☎
65
―
６
６
６
７

訂
正

　

９
月
号
、
23
㌻
、
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
、
癒
し
の
空
間
ラ
イ
ブ
ご
案
内
中
、

「
ク
ラ
ビ
ノ
ー
バ
」
は
「
ク
ラ
ビ
オ
ー

ラ
」
の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
の
上
訂
正

い
た
し
ま
す
。

録
で
貸
金
業
を
行
っ
て
い
る
「
ヤ
ミ
金
」

業
者
は
貸
金
業
法
違
反
で
す
。

電
話　
０
１
２
０
―
１
―
７
８
３
７
２

　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

日
時　
毎
週
月
、
金
曜
日
午
前
10
時
〜

　

午
後
４
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
休
み
）

　

（
祝
・
祭
日
、
年
末
・
年
始
除
く
）

お
問
い
合
わ
せ　
北
海
道
環
境
生
活
部

　

消
費
者
安
全
課
☎
０
１
１
―
２
３
１

　

―
４
１
１
１
（
内
線
２
４
―
５
２
７
）

25
年
度
の
学
生
を
募
集
し
ま
す

北
海
道
旭
川
高
等
技
術
専
門
学
院

　

地
域
の
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
職
業
能
力
の
開
発
を
行

っ
て
い
ま
す
。
所
定
の
入
学
願
書
を
使

用
し
、
入
学
検
定
料
（
２
千
２
５
０
円

の
北
海
道
収
入
証
紙
を
添
付
）
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
科
目　
シ
ス
テ
ム
制
御
技
術
科
、

　

自
動
車
整
備
科
、
印
刷
デ
ザ
イ
ン
科
、

　

建
築
技
術
科
、
造
形
デ
ザ
イ
ン
科

訓
練
期
間　
25
年
４
月
か
ら
２
年
間

資
格　
▼
推
薦　

25
年
３
月
に
高
等
学

　

校
を
卒
業
、
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の

　

方
▼
一
般　

素
手
の
高
等
学
校
を
卒

　

業
、
ま
た
は
来
年
３
月
卒
業
見
込
み

　

の
方
若
し
く
は
同
等
以
上
の
学
力
を

　

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

募
集　
▼
推
薦　

10
月
１
日
（
月
）
か

　

ら
同
月
20
日
（
土
）
▼
一
般　

11
月

　

1
日
（
木
）
か
ら
同
月
20
日
（
火
）

試
験　
▼
推
薦　

面
接
▼
一
般　

学
力

　

試
験
（
国
語
、
数
学
）
、
面
接
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自
転
車
恐
怖
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
？
）
息
子

　

私
は
高
校
１
年
と
小
学
校
５

年
生
の
男
の
子
が
い
ま
す
。
高

１
の
兄
は
、
自
転
車
で
登
校
し

て
い
た
６
月
の
あ
る
日
、
登
校

途
中
に
自
転
車
同
士
の
友
人
と

双
方
ぶ
つ
か
り
け
が
を
し
ま
し

た
。

　

現
場
を
目
撃
し
た
東
川
中
学

校
の
先
生
が
息
子
の
様
子
を
見

て
、
病
院
に
行
っ
た
ほ
う
が
い

い
こ
と
、
自
転
車
は
近
く
の
駐

在
所
で
警
察
官
が
預
か
っ
て
く

れ
る
こ
と
、
自
宅
ま
で
送
る
の

で
待
っ
て
い
る
こ
と
、
友
人
は

擦
り
傷
程
度
な
の
で
学
校
へ
登

校
す
る
よ
う
に
言
っ
た
、
と
い

う
連
絡
内
容
を
伝
え
る
電
話
を

く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
日
は
仕
事
を
休
め
な
い

日
で
し
た
。
「
こ
ん
な
日
に
限

っ
て
…
」
「
で
も
息
子
も
大
事

だ
、
ど
ん
な
傷
な
ん
だ
ろ
う
」

と
息
子
の
顔
が
目
に
浮
か
び
ま

す
。

　

職
場
に
電
話
し
て
出
勤
が
遅

れ
る
こ
と
を
伝
え
、
玄
関
で
待

っ
て
い
ま
し
た
。
帰
っ
て
来
た

息
子
は
、
く
ち
び
る
が
腫
（
は
）

れ
て
、
手
も
血
だ
ら
け
で
し
た

が
、
幸
い
に
も
頭
は
打
っ
て
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
町
立
診

療
所
で
診
察
を
受
け
て
、
「
学

校
に
行
け
る
」
と
言
う
息
子
を

祖
母
が
学
校
ま
で
送
っ
て

く
れ
る
こ
と
に
な

り
、
帰
り
は
迎

え
に
行
く
約

束
を
し
て
、

職
場
に
急

ぎ
ま
し
た
。

　

仕
事
が

終
わ
り
、

迎
え
に
行
く

と
、
朝
よ
り
く

ち
び
る
が
腫
れ
て
、

痛
々
し
い
顔
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
自
転
車
を
取
り
に
駐
在
所

へ
寄
る
と
、
警
察
官
か
ら
「
事

情
を
聞
か
せ
て
く
れ
」
と
駐
在

所
の
中
へ
入
る
よ
う
言
わ
れ
ま

し
た
。
「
ぶ
つ
か
っ
た
友
人
が

車
道
側
に
倒
れ
た
ら
大
変
だ
っ

た
ぞ
」
と
…
。
私
も
息
子
か
ら

ぶ
つ
か
っ
た
時
の
様
子
を
聞
い

た
時
に
同
じ
事
こ
と
を
考
え
て

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
１
日
１
件
は
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
自
転
車
の

事
故
が
起
き
て
い
る
ん
だ
よ
。

命
を
落
と
し
か
ね
な
い
事
故
だ
。

彼
も
君
も
命
は
一
つ
し
か

な
い
ん
だ
。
自
転

車
に
乗
る
時
は

十
分
気
を
つ

け
て
な
」
。

そ
の
言
葉

に
胸
が
ジ

ー
ン
と
熱

く
な
り
ま

し
た
。

　

家
に
帰
り
、

遅
い
夕
食
の
時
に

息
子
が
「
前
歯
が
痛
く
て
食
べ

ら
れ
な
い
」
と
言
い
出
し
ま
し

た
。
口
の
中
を
の
ぞ
く
と
、
歯

茎
が
ボ
ン
ボ
ン
に
腫
れ
て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
す
ぐ
町

内
の
歯
医
者
さ
ん
に
電
話
を
掛

け
て
診
察
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
「
あ
あ
〜
、
大
変
だ
っ
た

ね
。
で
も
悪
い
こ
と
の
後
に
は

い
い
こ
と
あ
る
さ
、
彼
女
が
で

き
る
と
か
」
。
化
膿
止
め
、
痛

み
止
め
を
も
ら
い
家
に
帰
り
ま

し
た
。
「
痛
み
止
め
が
な
い
と

眠
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
な
あ
」

と
思
い
、
涙
が
出
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

出
来
事
に
は
、
必
ず
意
味
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
思
い
返
す

と
、
最
近
の
私
は
、
仕
事
と
毎

日
の
お
弁
当
作
り
な
ど
、
春
か

ら
大
き
く
生
活
が
変
わ
り
、
子

供
た
ち
に
目
が
向
い
て
な
か
っ

た
ん
だ
な
、
と
反
省
し
ま
し
た
。

弟
も
お
兄
ち
ゃ
ん
の
絆
創
膏
交

換
を
毎
日
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

心
配
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
息
子
は
歯
も
良
く
な

り
ま
し
た
が
、
自
転
車
恐
怖
症

に
な
っ
た
の
か
バ
ス
通
学
を
続

け
て
い
ま
す
。
自
転
車
通
学
に

な
っ
た
時
、
本
当
の
治
癒
（
ち

ゆ
）
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

自
転
車
恐
怖
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
？
）
息
子

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

　

９
月
６
日
、
札
幌
医
科
大
学
保
健
医
療

学
部
看
護
学
科
、
澤
田
い
ず
み
准
教
授
を

招
き
、
福
祉
教
育
保
健
関
係
機
関
の
研
修

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

澤
田
准
教
授
は
専
門
家
や
親
を
対
象
に

し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
で
「
前
向
き
子

育
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
（
進
行
役
）
と
し
て
道
内
各
地
で
専
門

的
な
研
修
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
前
向
き
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
親
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
。
澤
田
准
教
授
に
よ
る

と
、
「
前
向
き
」
と
は
精
神
的
な
前
向
き

さ
を
表
す
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
を
し
つ

け
る
時
、
「
○
○
し
て
は
ダ
メ
」
と
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
表
現
を
す
る
の
で
は
な
く
、

「
○
○
し
な
い
よ
う
に
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
？
」
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。

「
親
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
必
要
で
す

　

現
代
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ

て
、
多
様
な
知
識
情
報
を
容
易
に
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
半
面
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
氾
濫
し
、
あ
る
い
は
人
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
情
報
に
格
差
が
あ
る
た
め
、

情
報
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
こ
と
が
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
つ
い
て
み
る
と
、
少
子
化
、

核
家
族
化
が
進
み
、
子
供
と
触
れ
合
う
機

会
が
減
少
し
、
親
、
祖
父
母
か
ら
自
然
に

受
け
継
が
れ
た
で
あ
ろ
う
育
児
技
術
の
伝

承
機
会
も
不
足
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

子
育
て
の
知
恵
を
必
要
と
す
る
場
合
、

核
家
族
化
し
多
様
な
社
会
的
つ
な
が
り
か

ら
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
母
親
は
、

ネ
ッ
ト
な
ど
の
中
に
あ
ふ
れ
る
知
識
情
報

の
中
か
ら
、
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
情
報
を

そ
の
都
度
自
分
で
探
し
出
し
、
手
探
り
で

子
育
て
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。
親
と
子

の
ガ
チ
ン
コ
対
決
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で

す
。

　

ま
さ
に
「
子
育
て
は
サ
バ
イ
バ
ル
」
状

態
。
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
子
育
て
や

し
つ
け
に
着
目
し
て
作
ら
れ
た
の
が
「
親

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。
子
育
て
を
す

る
す
べ
て
の
親
が
孤
立
し
な
い
で
、
自
信

を
持
っ
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
な
環
境
が

望
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
で
は
「
母
親
は
皆
、
子
育
て
が
で

き
る
」
と
い
う
風
潮
が
強
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
澤
田
准
教
授
は
「
子
育
て
は
本
能

で
は
で
き
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
子
育
て
は
、
自
分
の
親
、
学
校
の

先
生
、
近
所
の
人
な
ど
か
ら
教
わ
っ
た
こ

と
、
さ
れ
た
こ
と
を
自
然
に
学
習
し
て
行

っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
と
い
う
こ
と

は
「
子
育
て
は
日
々
の
学
習
の
積
み
重
ね
」

と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
２
歳
児
の
親
子
を
対
象
（
お

お
む
ね
２
歳
〜
２
歳
６
カ
月
）
に
「
２
歳

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
」
（
２
歳
児
相
談
）
を

開
い
て
い
ま
す
。

　

計
測
、
問
診
、
相
談
の
ほ
か
に
親
子
遊

び
と
心
理
士
の
先
生
に
よ
る
懇
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

２
歳
ご
ろ
の
お
子
さ
ん
は
、
自
我
が
芽

生
え
始
め
、
「
イ
ヤ
イ
ヤ
」
が
強
く
な
り

ま
す
。
お
母
さ
ん
は
、
そ
の
都
度
子
ど
も

へ
の
対
応
に
苦
慮
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
「
子
供
と
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い

の
？
」
「
し
つ
け
が
で
き
な
い
」
と
一
人

で
悩
ま
ず
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

対
象
年
齢
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
ご
家
庭

に
は
個
別
に
案
内
を
出
し
て
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
役
場
保
健
師
ま
で
。

　

子
ど
も
と
向
き
合
う
こ
と
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
う
ま
く
し
つ
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
？
「
前
向
き
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
勧
め
て
い
る
澤
田
い
ず
み
准
教
授
が
そ
の
秘
け
つ
を
お
教
え
し
ま
す
。

「
前
向
き
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
勧
め

子
育
て
は
サ
バ
イ
バ
ル
？　
親
の
イ
ラ
イ
ラ
、子
ど
も
の
イ
ヤ
イ
ヤ

「
前
向
き
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
勧
め

子
育
て
は
サ
バ
イ
バ
ル
？　
親
の
イ
ラ
イ
ラ
、子
ど
も
の
イ
ヤ
イ
ヤ

間違って与えるごほうび
買い物中のお店で「おやつが欲しいためにそれをぐしゃぐしゃ
にする」―。子供が間違った行動をしている時、それを止めさせ
るためにおやつを買い与えていませんか？　子供は自分の行動
が親や他の人をコントロールできることを学習してしまうと、そ
のような行動を繰り返すようになります。

エスカレートの罠
子供のしつこさに負けて、つい言う通りに従っていませんか？　
子供は、行動を激しくエスカレートすれば要求が通るもの、と間
違って理解し、どんどん行動をエスカレートさせていきます。

あいまいな親の指示
多過ぎたり、少な過ぎたり、難し過ぎたり、タイミングが悪かっ
たり、あいまい過ぎたり、子供との距離が遠過ぎたり―。良く聞
く「ちゃんとしなさい」という〝ちゃんと〟ってどういう意味？

好ましい行動を無視する
良い行いをしても注目してもらえないと、悪いことをする方が親
から注目してもらえると思い込んでしまいます。

感情的になって罰する
物を取り上げてしまったり、「あの時もそうだった」など、過去の
出来事と思い合わせてヒステリックに叱ったり、感情的になって
過重に罰していませんか？

過度な期待を押し付ける
子供にも自分自身にも、完璧にしようと過度な期待を持ち合わ
せていませんか？

　子供の問題行動の背景を詳しくみると、実は家庭環境で改
善可能な点が多いようです。一例をご紹介します。

子供の問題行動―その要因
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
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■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/

申し込み制

予約制

予約制
予約制

予約制

予約制

予約制
予約制

予約制

おいしい手料理

【押し麦とかぼちゃの炊き合わせ】
　　秋はやっぱりかぼちゃがおいしい！　マヨネーズと合
わせてサラダにもコロッケの具にしてもＯＫ。そのまま食
べても、もちろんおいしいですよ。

＜材　料＞ （４～５人分）
●かぼちゃ…250ℊ
●玉ねぎ…中玉１個（200ℊ）
●押し麦…１カップ
　（いなきび、もちきびなど雑穀でもおいしく炊けます）
●昆布…1枚（５㎝角程度）
●自然塩…小さじ１
●なたね油…少々（サラダ油でも可）
●水…２カップ

＜作り方＞
①かぼちゃは皮の固いところを取り除き、小さ目の一口大に
　切る。玉ねぎは繊維に沿って１㎝幅にスライス。
②フライパンに油を敷き、玉ねぎを入れてひと炒めします。
　油が馴染んだらかぼちゃを加え、全体に油が回ったら押し
　麦を加えます。
③昆布、塩、水を加えて沸騰したら火を弱火にし、ふたをし
　て12～15分間程度炊きます。
④水分がなくなったら火を止め、10分間程度蒸らして出来
　上がり。

若松　右子さん

【食べて健康・豆知識】
　かぼちゃは夏から初秋が旬です。同じ大きさなら、ず
っしりと重く、緑色の濃いものを選びましょう。主な栄
養素としてビタミン（β‐カロテン、ビタミンＣ、ビタ
ミンＥ）、食物繊維が豊富です。特にβ‐カロテンには
肌や粘膜を丈夫にし、体に抵抗力をつけ、目の疲れを癒
してくれるパワーがあります。

（保健福祉課栄養士　中村弘美）

ひ
が
し
か
わ

Tow
n of photography

□
発
行
/東
川
町
役
場
　□
編
集
/地
域
活
性
課
地
域
づ
く
り
推
進
室
　tel.8

2
-2
1
1
1

□
印
刷
/株
式
会
社
総
合
企
画

N
o.708 O

ctober 2012

10月 October

保健カレンダー
お問い合わせ
●保健福祉課保健指導室 ☎82－2111

【10月分】

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター ☎82－5100

＜親子遊び体験教室＞
 5日㈮テーマ「1、2歳児紙粘土」……………10:00～11:30
26日㈮テーマ「3、4歳児紙粘土」……………10:00～11:30

＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレイルーム開放…9:00～12:00
1、2、3、9、10、15、16、17、22、23、24、29、30、31日
●30日㈫午後開放（対象は0～1歳児）…13:00～15:00
※会場は幼児センターです！

※予防接種以外の会場は保健福祉センターです！

【11月分】

1日㈪
1日㈪
9日㈫
12日㈮

15日㈪

22日㈪
24日㈬
25日㈭

9日㈮

15日㈭
21日㈬
22日㈭
28日㈬
29日㈭

～インフルエンザ予防接種（町立診療所）
～31日㈬　後期高齢者健診（町立診療所）
～11日㈭　後期集団特定健診、がん検診
もぐもぐ教室
乳幼児健診

（通知者以外は14：30～）
旭川がん検診センター
送迎検診
じっくり子育て相談
栄養教室
３歳児健診

ごっくん教室
乳幼児健診
旭川がん検診センター送迎検診
栄養教室
ノルディックウォーキング教室
旭川児童相談所巡回相談
２歳ふれあいルーム

＜共生サロンここりん＞
お問い合わせ　
ＮＰＯ法人こころりんく東川 （東町１丁目）☎82‐2666

※その他　リコーダーアンサンブルイコロ、ラン
　チタイム演奏会を予定

11日㈭

16日㈫

17日㈬
24日㈬
25日㈭

28日㈰

ここりん研修会（面接の技術①）

ボディメンテナンスセミナー

メンター相談の日
おとなり会（茶話会）
ここりん研修会（自閉症入門④）

みんなごはん（食事会）

18:30～20:00

14:00～15:30

10:00～15:00
14:00～15:00
18:30～20:00

11:00～14:00

13:00～14:00
13:15～

7:50集合、受け
付け

10:00～13:00
12:45～13:30


